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序　　文

　この報告書は，文化庁の補助金を受け実施した県内遺跡発掘調
査等事業のうち，本県で「河口コレクション整理活用事業」と呼
称する事業に伴い，平成28年度～29年度に整理作業を行った肝属
郡錦江町馬場に所在する山ノ口遺跡の発掘調査の記録です。
　故河口貞徳氏は，昭和20年代から鹿児島県内の学術的な調査を
行い，長年に渡り鹿児島県考古学会会長や鹿児島県文化財保護審
議委員として，本県の文化財の保護に尽力されました。
　河口氏が発掘・収集された資料は，御遺族の厚意により，鹿児
島県立埋蔵文化財センターへ一括寄贈されたところです。このう
ち，学史的に著名で，全国に知られている遺跡・遺物については，
早急に整理して全国に発信し，活用を図る必要があります。その
ため，当センターでは寄贈された資料の整理を計画的に進めなが
ら，学術的な再評価を行っています。
　今回報告する山ノ口遺跡では，昭和33年～36年に河口氏が主体
となって，発掘調査が実施されました。南九州の弥生時代中期を
代表する標式遺跡であるとともに，環状の配石遺構の周囲に岩偶
などの軽石製品や孔が開けられた多数の土器などが出土した祭祀
遺跡として学史的にも著名です。
　本報告書が県民の皆様をはじめとする多くの方々に活用され，
埋蔵文化財に対する関心とご理解をいただくとともに，文化財の
普及・啓発の一助となれば幸いです。
　最後に調査に当たり御協力いただいた錦江町教育委員会，鹿児
島県歴史資料センター黎明館及び関係各機関の方々に厚くお礼申
し上げます。

　平成30年3月 
鹿児島県立埋蔵文化財センター
所　　長　　　堂　込　秀　人
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と思われる。
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例　言

１ 　本書は，鹿児島県が文化庁の補助を受け，平成28・29年度に実施した県内遺跡発掘調査等事業のうち，本県で

「河口コレクション整理活用事業」と呼称する事業に伴う山ノ口遺跡の発掘調査報告書である。

２　山ノ口遺跡は鹿児島県肝属郡錦江町馬場に所在する。

3 　報告書作成（整理作業）は，鹿児島県教育委員会が調査主体者となり，鹿児島県立埋蔵文化財センターが担当

した。

４ 　発掘調査は河口貞徳氏が発掘責任者となり，昭和33年12月25日～昭和34年１月４日（第１次調査），昭和35年

４月５日～７日（第２次調査），昭和36年５月５日～７日（第3次調査）に実施し，整理・報告書作成作業は平

成26～28年度に鹿児島県立埋蔵文化財センターで実施した。

５　掲載遺物番号は通し番号とし，本文，挿図，表，図版の番号は一致する。

６　新たな遺物注記は行っていない。

７　挿図の縮尺は，挿図ごとに示した。

９　本書で使用した方位は原図のまま図化した。磁北と思われる。

10　遺構図等の作成及びトレースは今村結記が整理作業員の協力を得て行った。

11 　出土遺物の実測・トレースは，今村が作業員の協力を得て行った。遺物の実測の一部は，株式会社九州文化財

研究所に委託した。

12　出土遺物の写真撮影は，吉岡康弘が行った。

13　本書の編集は今村が担当した。執筆の分担は次のとおりである。

　　第Ⅰ章　……………………………………………今村

　　第Ⅱ章　第１節　…………………………………今村

       　　     第２節１　…………………………前迫亮一

          　　  第２節２　………………………大久保浩二

 　   第Ⅲ～Ⅴ章　………………………………………今村

14　附編として，以下の報告を再録した。再録に当たっては，立正大学より本報告書への掲載の許可を頂いた。

    河口貞徳　1960　「山ノ口遺跡」『鹿児島県文化財報告書』第７集　鹿児島県教育委員会

    河口貞徳　1962　「山ノ口遺跡」『立正考古』第21号　立正大学考古学研究会

15 　本書に係る出土遺物及び実測図，写真等の記録は鹿児島県立埋蔵文化財センターで保管し，展示活用を図る予

定である。なお，出土遺物の一部は鹿児島県歴史資料センター黎明館，錦江町教育委員会にも所蔵されている。



凡　例
１　観察表の表記凡例は次のとおりである。
　⑴ 　土器の「法量」において，括弧内に記載している数値は復元径の値，石器・石製品の「法量」において括弧内に

記載している数値は残存長の値である。
　⑵　「胎土」における記号の表現は次のとおりである。
      □…微量含む △…少量含む
      ○…含む  ◎…多量含む
　⑶　「河口邸保管場所」は第3図で示した場所と対応する。
２　使用した土色は『新版標準土色帖』に基づく。
3　本書で用いた土器の表現は次のとおりである。

４　本書で用いた石器の表現は次のとおりである。
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－ 1 －

第１節　事業の経緯と事業内容
  故河口貞徳氏は，昭和46年～平成23年まで長年にわた
り鹿児島県考古学会会長として，本県考古学の発展に寄
与するとともに，昭和28年～平成７年まで鹿児島県文化
財保護審議委員として，本県文化財の保護に尽力した人
物である。河口氏は，昭和20年代から県内の学術的な発
掘調査を行っており，同氏所有の遺物等の資料（以下，「河
口コレクション」とする）を，鹿児島県立埋蔵文化財セ
ンター（以下，「埋文センター」とする）が遺族から寄
付受納することになった。
  埋文センターに寄贈されることが決定された後の，作
業内容等は，第１表に示すとおりである。まず，平成24
年度～ 26年度にかけて，緊急雇用創出事業臨時特例基
金事業を活用し，河口コレクションとして寄贈された資
料の受け入れ，収蔵された資料の整理や基礎データの作
成，展示・公開や今回報告する山ノ口遺跡等重要遺物の
整理作業などを一部実施した。
  平成27年度は，国庫補助事業の「県内埋蔵文化財地域
の特色ある埋蔵文化財活用事業」に伴い，河口コレクショ
ンの台帳整理や関連文献の収集のほか，「かごしま遺跡

フォーラム2015」を実施し，河口コレクションの一部成
果をパネル展示した。平成28年度から，国庫補助事業の

「県内遺跡事前調査等事業」の中で，「河口コレクション
整理作業事業」と称して実施し，台帳等基礎整理作業に
加え，総合的な整理・報告がなされていない重要遺跡に
ついて順次，将来的に保存・活用を図るため，今日的視
点での整理を行っている。
　今回，報告する山ノ口遺跡は，肝属郡錦江町馬場に所
在する。昭和33年５月頃，砂鉄の採掘がきっかけで，遺
跡が発見された。遺跡滅失の恐れがあったため，河口氏
らにより，昭和33年12月～昭和34年１月に第１次調査，
昭和35年４月に第２次調査，昭和36年５月に第３次調査
が実施された。山ノ口遺跡は，弥生時代の円形の配石遺
構が検出されたほか，完形の弥生土器や軽石製品，磨製
石鏃等が多数出土した祭祀遺跡として知られる。また，
弥生時代の南九州の土器型式である「山ノ口式土器」の
標式遺跡としても著名である。平成27年には，埋文セン
ター及び鹿児島県歴史資料センター黎明館，錦江町教育
委員会に所蔵されている山ノ口遺跡出土遺物146点が県
指定文化財に指定されている。

第Ⅰ章　事業の経緯と経過

第１表　平成24年度～29年度における「河口コレクション」整理作業状況

種別 作業内容等 Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 備考

寄贈資料の受入作業
内容の確認と分類及び埋文センターへの搬入 終了（Ｈ24年12月寄贈｡ その後, 

数回に分けて搬入作業実施）内容ごとの収蔵･保管

寄
　
贈
　
資
　
料

考
古
（
調
査
）
資
料

遺物

水洗 脆弱な遺物が若干残る

注記･接合･復元

実測図作成

写真撮影
主要遺物のみ 報告書刊行遺跡の遺物撮影

図面類
発掘調査記録（現場図面等）の点検･修復 基礎作業終了

発掘調査日誌類（調査の基礎情報）の整理

写真

クリーニング･修復

寄贈写真資料の整理はほぼ終了
遺跡ごとのファイリング

公開用写真のデータベース化

フィルム写真のデジタル化

書籍

分類･選別

河口文庫（重要書籍）設置 図書室に ｢河口文庫｣ コーナー設置

考古関係論文（抜刷）資料の整理

地形図類 分類･修復･リスト作成 寄贈地形図類の整理ほぼ終了

発掘調査報告（原稿）作成 平成29年度から報告書刊行
山ノ口遺跡

公開活用
展示公開（縄文の森企画展･外部への貸出等） 講演会･シンポ等の開催も含む

重要遺物のレプリカ作成 重要遺物の保護

事
業
名
等

緊急雇用:埋蔵文化財活用整理等事業

緊急雇用:重要遺物等選択･公開事業

緊急雇用:重要遺跡調査整理事業

国庫補助:県内埋蔵文化財地域の特色ある埋蔵文化財活用事業

国庫補助:県内遺跡事前調査等事業
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第２節　整理・報告書作成業務
　本報告書刊行に伴う整理・報告書作成作業は主に平成
28年４月～平成30年２月にかけて埋文センターで行っ
た。寄贈された遺物と既報告分の遺物の照合作業や遺物
の再実測・トレース，未報告の現場図面のトレース，レ
イアウト等の編集作業を行った。
　整理・報告書作成業務に関する調査体制は以下のとお
りである。
平成28年度調査体制（整理作業）
事業主体　鹿児島県
調査主体　鹿児島県教育委員会
調査統括　鹿児島県立埋蔵文化財センター
　　　　　　　所　　　　　　　　　　長　福山　德治
調査企画  鹿児島県立埋蔵文化財センター
　　　　　　　次 長 兼 調 査 課 長　前迫　亮一
　　　　　　　総 務 課 長　髙田　　浩
　　　　　　　調 査 課 第 二 調 査 係 長　今村　敏照
調査担当　鹿児島県立埋蔵文化財センター
　　　　　　　文化財研究員（９月まで）　今村　結記
　　　　　　　文 化 財 主 事（ 10 月 か ら ）　今村　結記
事務担当　鹿児島県立埋蔵文化財センター
　　　　　　　主 事　丸野　将輝
調査指導　鹿児島県考古学会
　　　　　　　副 会 長　池畑　耕一
　　　　　鹿児島大学
　　　　　　　名 誉 教 授　上村　俊雄
　　　　　鹿児島県考古学会
　　　　　　　会 員　出口　　浩
　　　　　鹿児島県考古学会
　　　　　　　会 長　本田　道輝
　　　　　文化庁文化財部記念物課
　　　　　　　文 化 財 調 査 官　水ノ江和同
          
平成29年度調査体制（整理・報告書作成作業）
事業主体　鹿児島県
調査主体　鹿児島県教育委員会
調査統括　鹿児島県立埋蔵文化財センター
　　　　　　　所 長　堂込　秀人
調査企画　鹿児島県立埋蔵文化財センター
　　　　　　　次 長 兼 調 査 課 長　大久保浩二
　　　　　　　総 務 課 長　髙田　　浩
　　　　　　　調 査 課 第 二 調 査 係 長　宗岡　克英
調査担当　鹿児島県立埋蔵文化財センター
　　　　　　　文 化 財 主 事　今村　結記
事務担当　鹿児島県立埋蔵文化財センター
　　　　　　　主 事　丸野　将輝
調査指導　鹿児島大学埋蔵文化財調査センター
　　　　　　　特 任 助 教　寒川　朋枝

　　　　　鹿児島国際大学
　　　　　　　教 授　中園　　聡
　　　　　鹿児島県考古学会
　　　　　　　会 員　長野　眞一
　　　　　鹿児島県考古学会
　　　　　　　会 長　本田　道輝
　　　　　文化庁文化財部記念物課
　　　　　　　文 化 財 調 査 官　水ノ江和同
報告書作成指導委員会　　　　　　平成29年11月28日

大久保次長ほか６名
報告書作成検討委員会　　　　　　平成30年１月５日

堂込所長ほか　６名

第３節　再整理の方法及び報告書の構成
　第Ⅱ章以下，本報告書で山ノ口遺跡について再報告す
る方法について説明する。
　第Ⅱ章では，「河口貞徳コレクションの概要」として，
河口貞徳氏の業績や寄贈の経緯，寄贈されたコレクショ
ンの概要について述べる。
　第Ⅲ章では，「山ノ口遺跡の再検討」として，山ノ口
遺跡の現状や未報告の現場図面等の掲載，未報告の遺物
の掲載，既報告の遺物の再実測の掲載やこれらの説明を
行う。なお，山ノ口遺跡出土遺物の抽出にあたっては，
注記や遺物カード（荷札）の確認のほか，既報告の遺物
実測図や掲載写真との照合，現場図面や現場写真との照
合等を行った。遺物の実測・再実測は，河口コレクショ
ンだけではなく、鹿児島県歴史資料センター黎明館及び
錦江町教育委員会所蔵の山ノ口遺跡出土品も対象とし
た。
　第Ⅳ章では，「山ノ口遺跡の再評価」として，山ノ口
遺跡の性格に関する研究史や山ノ口式土器に関する研究
史についてまとめ，山ノ口遺跡の現代的評価について述
べていきたい。
　第Ⅴ章で，「総括」として，第Ⅲ章・第Ⅳ章の成果を
もとに，改めて山ノ口遺跡について検討を行う。
　図版では，未報告の現場写真のほか，再撮影した遺物
写真等を掲載している。
　なお，山ノ口遺跡の主たる報告は，『鹿児島県文化財
報告書』第７集，『古代学』第９巻第３号，『立正考古』
第21号でなされている。このうち，『鹿児島県文化財報
告書』第７集と『古代学』第９巻第３号の内容はほぼ同
一であるため，今回附編として『鹿児島県文化財報告書』
第７集と『立正考古』第21号で報告された内容を再録し
た（以下、「旧報告」とする。）再録に当たっては，立正
大学より掲載の許可を頂いた。
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第１節　河口貞徳氏の業績
　故河口貞徳氏は，本県のみならず，わが国の考古学の
基礎を築いてきた先学として，全国的にも著名な考古学
者である。以下，河口氏の経歴や業績などの略譜や発掘
調査歴について触れたい。
１　河口貞徳氏の略譜
　1909（明治42）年　　　鹿児島市で誕生
　1933（昭和８）年　　　鹿児島県第一師範学校専攻科

卒業
　1942（昭和17）年　　　立正大学専門部歴史地理科
　　　　　　　　　　　　卒業
　1948（昭和23）年　　　公立高等学校教諭
　　　　　　　　　　　　（～1967年）
　1949（昭和24）年　　　寺師見国・三友国五郎氏等と

鹿児島県考古学会創立

　1952（昭和27）年　　　日本考古学協会員
　1953（昭和28）年　　　鹿児島県文化財専門委員
　　　　　　　　　　　　（～1972年）
　1961（昭和36）年　　　鹿児島大学非常勤講師
　　　　　　　　　　　　（～1985年）
　1966（昭和41）年　　　南日本文化賞（南日本新聞社）
　1970（昭和45）年　　　文化財功労者（文化庁）
　1971（昭和46）年　　　鹿児島県考古学会会長
　　　　　　　　　　　　（～2011年）
　1979（昭和54）年　　　勲五等雙光旭日賞
　2011（平成23）年　　　101歳で逝去

２　発掘調査歴
　管見の限り，確認できた範囲の河口氏の発掘調査歴を
第２表に示す。

第Ⅱ章　河口貞徳コレクションの概要

調査年 調査月 遺跡名 
（調査・報告時の名称） 所在地 備考

1949（昭和24）年
9・11月 笹貫遺跡 鹿児島市上福元町笹貫湯貫迫 寺師見国・三友国五郎氏との調査
12月 千束遺跡 南大隅町根占川北千束

1950（昭和25）年

1月 大野遺跡 南さつま市金峰町大野南原 坪井清足・寺師見国・三友国五郎氏との調査，
現「南原Ａ遺跡」

4・5月 中津野遺跡 南さつま市金峰町中津野
6月 祓川地下式横穴墓 鹿屋市西祓川町井ノ上
7月 一の宮遺跡 鹿児島市郡元二丁目一之宮神社境内 現「一之宮遺跡（Ａ地点）」
12月 市来貝塚 いちき串木野市川上中組  現「川上（市来）貝塚」
12月 千束遺跡 南大隅町根占川北千束 三友国五郎氏との調査
12月 岩﨑遺跡 錦江町田代麓菅原神社北

1951（昭和26）年
4月 県立医大遺跡 鹿児島市郡元一丁目鹿大構内 現「鹿大構内遺跡（郡元団地遺跡群）」
6・8月 若宮遺跡 鹿児島市池之上町若宮神社境内 現「大龍遺跡群（若宮）」
7月 草野貝塚 鹿児島市下福元町草野賀呂

1952（昭和27）年

3月 前平遺跡 鹿児島市吉野町雀宮前平
4月 木ヶ暮遺跡 鹿児島市西別府町木ヶ暮 
5・9月 春日町遺跡 鹿児島市春日町 現「大龍遺跡群（春日）」
5月 黒川洞穴 日置市吹上町坊野黒川
6月 東昌寺遺跡 鹿児島市直木町宮田岡
8月 本城遺跡 西之表市榕城松畠 三友国五郎・国分直一氏との調査

8月 一湊遺跡 屋久島町一湊松山 三友国五郎・国分直一氏との調査 
現「一湊松山遺跡」

12月 大原遺跡 鹿児島市本名町大原茱萸木迫

1953（昭和28）年

5月 牧遺跡 鹿児島市宮之浦町牟礼谷の牧 現「牧古墓」
7月 石坂上遺跡 南九州市知覧町永里石坂ノ上
8月 城ノ平遺跡 屋久島町口永良部島城ノ平 三友国五郎・国分直一氏らとの調査
8月 大原遺跡 鹿児島市本名町大原茱萸木迫
11月 春日町遺跡 鹿児島市春日町５番地 現「大龍遺跡群（春日）」
12月 出水貝塚 出水市中央町尾崎 村田重幸氏との調査

1954（昭和29）年

5月 宇宿貝塚 奄美市笠利町宇宿字大道
5月 兼久貝塚 伊仙町面縄兼久バル  現「面縄第三貝塚（兼久貝塚）」
5月 畦布遺跡 和泊町畦布字伊延原 現「畦布ナーバンタ遺跡」
7月 出水貝塚 出水市中央町尾崎 山内清男・村田重幸氏らとの調査
12月 永野遺跡 南九州市知覧町東別府永野弥六・永野白石原

第２表　河口貞徳氏発掘調査歴一覧表①
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調査年 調査月 遺跡名 
（調査・報告時の名称） 所在地 備考

1955（昭和30）年
7月 宇宿貝塚 奄美市笠利町宇宿字大道

国分直一・曽野壽彦・野口義磨氏らとの
調査（九学会連合奄美大島共同調査委員
会）

8月 和田前遺跡 南九州市知覧町永里和田前

1956（昭和31）年

5月 折尾遺跡 南九州市頴娃町上別府折尾 
7月 下郡遺跡 南九州市知覧町郡射手園 現「射手園遺跡」

8月 面縄第二貝塚・第四貝塚 伊仙町面縄兼久バル 
国分直一・野口義磨・原口正三氏らとの
調査（九学会連合奄美大島共同調査委員
会）

8月 喜念貝塚 伊仙町面縄兼久
国分直一・野口義磨・原口正三氏らとの
調査（九学会連合奄美大島共同調査委員
会）

11月 南洲神社遺跡 鹿児島市上竜尾町南洲神社境内

1957（昭和32）年

3･12月 大渡遺跡 指宿市十二町大渡 国分直一・河野治雄・重久十郎氏らとの
調査

5月 成川遺跡 指宿市山川成川曲道 河野治雄・重久十郎氏らとの調査
8月 住吉貝塚 知名町住吉字兼久 九学会連合奄美大島共同調査委員会
12月 大平遺跡 宮崎県串間市大平

1958（昭和33）年

7月 成川遺跡 指宿市山川成川曲道
斉藤忠・八幡一郎・金関丈夫・杉原荘介・
国分直一・乙益重隆氏らとの調査（文化
財保護委員会）

9月 竜相地下式横穴調査 大崎町神領 現「神領地下式横穴１号（竜相地下式横
穴）」

12月 山ノ口遺跡 錦江町馬場山ノ口 

1959（昭和34）年
4月 南丹波遺跡 指宿市南丹波小牟礼原他 国分直一氏らとの調査
8月 口輪野遺跡 霧島市国分川原口輪野
8月 城元遺跡 肝属郡大根占町 現「神之浜遺跡」

1960（昭和35）年

1月 鍋谷遺跡 姶良市平松字小瀬戸 現「鍋谷洞窟」
4月 山ノ口遺跡 錦江町馬場山ノ口 
8月 木場遺跡 湧水町栗野馬場迫 現「馬場迫遺跡」
12月 前田地下式横穴 肝付町前田上ノ原 現「上ノ原地下式横穴群」

1961（昭和36）年

1月 井手下遺跡 いちき串木野市井手下
3月 市来貝塚 いちき串木野市川上中組  現「川上（市来）貝塚」
5月 山ノ口遺跡 錦江町馬場山ノ口 
8月 浜坂貝塚 十島村宝島浜坂 三友国五郎氏との調査

1962（昭和37）年

2月 指江古墳 長島町指江 池水寛治氏との調査
3月 麦ノ浦貝塚 薩摩川内市陽成町本川 
8月 高橋貝塚 南さつま市金峰町高橋
8月 境遺跡 垂水市牛根境小学校

1963（昭和38）年
7月 鹿大附属中遺跡 鹿児島市郡元一丁目鹿大構内 現「鹿大構内遺跡（郡元団地遺跡群）」
7月 入佐遺跡 曽於市末吉町諏訪入佐
8月 高橋貝塚 南さつま市金峰町高橋

1964（昭和39）年

8月 片野洞穴 志布志市志布志町内之倉字片野 
8月 検見崎古墳 肝付町後田 現「検見崎遺跡」か？
11月 黒川洞穴 日置市吹上町坊野黒川 八幡一郎・江坂輝弥氏らとの調査
12月 横岡古墳 薩摩川内市上川内町横岡

1965（昭和40）年
8月 黒川洞穴 日置市吹上町坊野黒川
8月 薩摩国府跡 薩摩川内市御陵下町・国分寺町 鹿児島県教育委員会の調査

1966（昭和41）年

3月 轟貝塚 熊本県宇土市宮庄町字須崎・居屋敷・池田 江坂輝弥氏らとの調査
7月 鶴峯窯跡 薩摩川内市中郷町鶴峯  小田富士雄氏らとの調査
8月 鳥ノ峯遺跡 中種子町増田中之町・鳥の峯 盛園尚孝・永井昌文氏らとの調査
8月 石峰遺跡 霧島市溝辺町麓石峰

1967（昭和42）年

3月 山ノ上遺跡 志布志市志布志町帖
7月 黒川洞穴 日置市吹上町坊野黒川
8月 片野洞穴 志布志市志布志町内之倉字片野 志布志町教育委員会の調査
12月 薩摩国府跡 薩摩川内市御陵下町・国分寺町 鹿児島県教育委員会の調査

1968（昭和43）年
1月 天子ヶ丘古墳 大崎町神領 現「神領古墳群６号　天子ヶ丘古墳」
3月 北手牧遺跡 南九州市頴娃町上別府北手牧 河野治雄氏らとの調査
8月 華熟里遺跡 日置市吹上町花熟里

第３表　河口貞徳氏発掘調査歴一覧表②
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調査年 調査月 遺跡名 
（調査・報告時の名称） 所在地 備考

1968（昭和43）年
8月 薩摩国分寺跡 薩摩川内市国分寺町大都・下台 鹿児島県教育委員会の調査
10月 上加世田遺跡 南さつま市加世田川畑上加世田
11月 木浦遺跡 枕崎市西鹿篭

1969（昭和44）年

1月 上加世田遺跡 南さつま市加世田川畑上加世田
3月 別府原古墳 さつま町永野
6月 御灰塚 南大隅町根占川南 根占町教育委員会の調査
7月 入来遺跡 日置市吹上町入来
7月 薩摩国分寺跡 薩摩川内市国分寺町大都・下台 鹿児島県教育委員会の調査
8月 上加世田遺跡 南さつま市加世田川畑上加世田
12月 朝仁貝塚 奄美市名瀬大字朝仁字前間 現「朝仁前間遺跡」

1970（昭和45）年

1月 入来遺跡 日置市吹上町入来
6月 北方地下式横穴 湧水町北方小屋敷 

7月 空港予定地遺跡 霧島市溝辺町鹿児島空港内 鹿児島県教育委員会の調査，現「十三塚
原第一・二地点」

8月 薩摩国分寺跡 薩摩川内市国分寺町大都・下台 鹿児島県教育委員会の調査
11月 鷲塚地下式横穴 大崎町永吉 大崎町教育委員会の調査
12月 上加世田遺跡 南さつま市加世田川畑上加世田 加世田市教育委員会の調査

1971（昭和46）年

1月 堂前古墳 出水市高尾野町紫引堂前 高尾野町教育委員会の調査
6･8月 平栫貝塚 霧島市国分上井
9月 小瀬戸遺跡 姶良市西餅田小瀬戸 鹿児島県教育委員会の調査
11月 小山遺跡 鹿児島市宮之浦町字小山 鹿児島県教育委員会の調査
12月 上加世田遺跡 南さつま市加世田川畑上加世田 加世田市教育委員会の調査

1972（昭和47）年

1月 上加世田遺跡 南さつま市加世田川畑上加世田 加世田市教育委員会の調査
3月 上能野貝塚 西之表市住吉上能野 西之表市教育委員会の調査
5月 上小原古墳群 鹿屋市串良町上小原

7月 玉利池遺跡 鹿児島市上荒田町 鹿児島県史跡調査会の調査
現「鹿大構内遺跡（郡元団地遺跡群）」

8月 千束遺跡 南大隅町根占川北千束 弥生系高地性集落総合研究発掘調査

1973（昭和48）年
3月 上加世田遺跡 南さつま市加世田川畑上加世田 加世田市教育委員会の調査
8月 永山古墳群 湧水町川西永山
10月 大原・宮薗遺跡 薩摩川内市下甑村手打 下甑村教育委員会の調査

1974（昭和49）年 8月 嘉徳遺跡 瀬戸内町嘉徳 瀬戸内町教育委員会の調査

1975（昭和50）年

4月 入来遺跡 日置市吹上町入来
8月 植平遺跡 薩摩川内市五代町植平
10月 石峰遺跡 霧島市溝辺町麓石峰 鹿児島県教育委員会の調査
12月 白寿遺跡 日置市吹上町中之里

1976（昭和51）年

3月 入来遺跡 日置市吹上町入来 東南アジアより見た日本古代墓制研究

3月 上小原地下式横穴 鹿屋市串良町上小原 鹿児島県教育委員会の調査
現「上小原古墳群　１号地下式横穴墓」

6月 下小路遺跡 南さつま市金峰町高橋下小路
11月 石峰遺跡 霧島市溝辺町麓石峰 鹿児島県教育委員会の調査

1977（昭和52）年
3月 石峰遺跡 霧島市溝辺町麓石峰 鹿児島県教育委員会の調査
8月 サウチ遺跡 奄美市笠利町喜瀬字サウチ 笠利町教育委員会の調査

1978（昭和53）年
2･6･7月 中岳洞穴 曽於市末吉町南之郷市林 末吉町教育委員会の調査
8月 宇宿貝塚 奄美市笠利町宇宿字大道 笠利町教育委員会の調査
11月 白寿遺跡 日置市吹上町中之里

1979（昭和54）年
3月 中岳洞穴 曽於市末吉町南之郷市林 末吉町教育委員会の調査
8月 石峰遺跡 霧島市溝辺町麓石峰

1980（昭和55）年 12月 東黒土田遺跡 志布志市志布志町町内之倉 瀬戸口望氏との調査

1981（昭和56）年
2月 鎌石橋遺跡 志布志市志布志町帖字前畑 鹿児島県考古学会の調査
3月 草野貝塚 鹿児島市下福元町草野賀呂 鹿児島市教育委員会の調査

1982（昭和57）年 10月 中甫洞穴 知名町志検字水窪

1983（昭和58）年
9月 中甫洞穴 知名町志検字水窪 知名町教育委員会の調査
10月 廻城跡 霧島市福山町福山大廻 財団法人福山美術館の調査

1984（昭和59）年 8月 中甫洞穴 知名町志検字水窪 知名町教育委員会の調査

第４表　河口貞徳氏発掘調査歴一覧表③
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第２節　河口貞徳コレクションの概要
１　寄贈の経緯（第１・２図）
　鹿児島県のみならず，日本の考古学研究に寄与するこ
と計り知れないと評価された河口コレクションは，ご遺
族の多大な御厚意・御配慮により，埋文センターへ寄贈
されることとなった。ここでは，寄贈に至るまでの流れ
を簡潔に記すこととする。

○平成23年１月10日　………　河口貞徳氏ご逝去。
○ 平成23年８月　………　考古関係の収蔵資料につい

て，ご遺族から県への一括寄贈の意思を確認。
○ 平成23年９～12月　………　河口邸において，書籍類

を中心とした収蔵資料の仮リスト作成作業を実施。
○ 平成24年１～ 2月　………　河口邸において，遺物を

中心とした実地調査・内容把握作業の実施。
○ 平成24年３月12～14日　………　第１次搬出作業：完

形土器約60点，特殊遺物（金属製品等），一般遺物収
納コンテナ約250箱等について，美術専用車等（４ｔ
トラック３台分）を利用して，埋文センターへ運搬。

○ 平成24年５月23～25日　………　第２次搬出作業：完
形土器約180点，特殊遺物（金属製品等），一般遺物収
蔵コンテナ約100箱，図面・地図等段ボール約50箱等
について，美術専用車等（４ｔトラック２台・公用車
等）を利用して，埋文センターへ運搬。

○ 平成24年６月　………　第３次搬出作業：書籍や書棚
類を４ｔトラック１台で運搬。

○ 平成24年７～11月　………　寄贈品リストの詳細作成。
○ 平成24年12月　………　寄贈（寄付受納）の決定。

寄贈申出者：《故河口貞徳氏のご遺族５名》袖山和子（長
女）・菊池節子（次女）・河口徳男（長男）・河口彬（次
男）・信國敏子（三女）

○ 平成24年12月21日　………　感謝状贈呈式（於：上野
原縄文の森多目的ホール）において六反省一県教育長

（当時）から袖山和子・菊池節子・河口彬の３氏に直

接贈呈。
　河口徳男・信國敏子の２名については送付贈呈。
○ 平成24年12月22日～平成25年３月31日　………　上野

原縄文の森第35回企画展「古代人の華麗な技」の中で
寄贈された代表資料を展示公開。

２　寄贈品リスト作成について
　寄贈品のリストを作成するにあたり，収蔵品が置かれ
ていた原位置をなるべく記録することに努めた。保管・
収蔵位置を示すため，第３図のような凡例を設定した。
　収蔵品はおおむね敷地内に建てられた「収蔵庫」（A棟）
と「主屋」（B棟）の２か所に分散して保管されていた。
遺物の主たる収蔵・保管場所は「収蔵庫」で，書籍類は

「収蔵庫」の２階と主屋であった。
　「収蔵庫」の２階の北側が「書庫・書斎」（A21），南
側が「土器完形品他重要資料置場」（A22），１階が「一
般収蔵庫」（A1）として利用されていた。
　なお，それぞれの場所・位置を記号化したが，大分類
した６か所（①～⑥）の記号例については，それぞれの
配置図下に示したとおりである。

主屋の空き部屋を利用した書庫《B1》

収蔵庫２階（書庫・書斎）にあった机《A2118》

収蔵庫１階重要遺物棚《A101》

第１図　河口邸収蔵品収納状況写真
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第２図　河口邸収蔵品収納状況・搬出状況等写真

収蔵庫２階の土器完形品類収蔵状況《A21》

収蔵庫１階の遺物収納用木箱類収蔵状況《A103他》

搬出作業の様子：土器完形品の準備《A棟：収蔵庫》

感謝状贈呈式の様子《上野原縄文の森　多目的ホール》
平成24年12月21日》

企画展「古代人の華麗な技」で寄贈品を観覧されるご遺族他
《上野原縄文の森　企画展示室》

収蔵庫１階の遺物収納用コンテナ類収蔵状況《A117他》

河口邸の外観《中央樹木の奥がＡ棟：収蔵庫，右がＢ棟》

搬出作業の様子：大甕の梱包《Ｂ棟：主屋縁側》
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第３図　河口邸収蔵品収納状況図
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２　寄贈されたコレクションと整理の概要
　寄贈された膨大な資料については，考古遺物・書籍類・
地図類・写真類のそれぞれの整理方法にしたがって基礎
的な再整理・再分類を行い，リストや台帳を作成した。
　河口邸からの搬入時に作成されたリストには，それぞ
れの資料が河口邸のどの部屋にあったのか，どの棚の何
段目にあったのかという位置情報まで記録されており，
その情報は再整理で作成したリストや台帳にも記載して
いる。
　その他，先生が書かれた注記やメモの類いはすべて保
管もしくは転記し，情報が損なわれることがないよう最
大限の注意を払った。
　保管にあたっては埋文センターの一般収蔵庫二階の一
角を仕切り，「河口コレクション保管室」として施錠・
管理できるスペースを設けたほか，図書室，特別収蔵庫，
写真保管庫，一般収蔵庫などで保管している。
（１）　寄贈された資料の内容（寄付採納上の数量）
①　考古資料
　　　コンテナ　　８７２箱
　　　完形土器　　２５０点
②　書籍類
　　　報告書 ２,７１１冊
　　　雑誌 ２,７３６冊
　　　単行本 ７２１冊
　　　その他（図録，年報，郷土誌等） １,９０２冊

合計８,０７０冊
③　地形図類
　　 　明治以降の地形図等（国土地理院，地理調査所発

行他）　７３５枚
④　写真類
　　　カラースライド　　　　　３８６ケース
　　　カラーネガ　　　　　　　　２１本
　　　モノクロネガ　　　　　　６６３本
　　　ガラス乾板　　　　　　　　２２セット
　　　ベタ・プリント類　　　　１１８セット
⑤　その他
　　　河口邸から一括して搬入した資料の中には，上記

の他に，発掘調査時に記録された実測図面，使用さ
れた野帳やメモ類，調査日誌，日々の研究を記録さ
れた研究ノート，日記，大学の講議で使用された講
義録等の貴重な資料も含まれている。

また，昭和２０年代からの多数の新聞切り抜き，投
稿された原稿類，考古学関係者と交わされた書簡や
抜き刷り，パンフレット等もある。

（２）整理の概要（第４～６図）
①　考古遺物の整理
　河口先生宅に保管されていた考古資料は，遺跡名等の
表記のある木箱やコンテナ，段ボール箱，菓子箱等に詰

められていた。埋文センターに搬入後はひとつひとつ丁
寧に開梱し，洗浄や清掃をしつつ，先生が仕分けされた
まとまりごとに台帳を作成し，パンケースに整理した。
寄贈時にはコンテナ８７２箱であったが，再整理・再分類
等をすすめた結果，パンケース換算で１,１２２箱となった。
山ノ口遺跡（８箱），黒川洞穴（７６箱），入来遺跡（１１８箱），
上加世田遺跡（１８５箱），高橋貝塚（１１９箱）などである。
また，遺跡ごとに作成した台帳ファイルは３２７冊にのぼ
る。
　台帳には先生が箱やビニール袋に注記されていた遺跡
名や地点名等の情報はそのまま転記し，情報を失うこと
のないように最大限留意した。また使用されていた菓子
箱等も河口先生の研究の姿を垣間見る記録として一部保
管している。
　完形土器については個別に番号を付けて１点ずつ撮影
し，台帳を作成して河口コレクション保管室に保管して
いる。
②　書籍類の整理
　寄贈された書籍類にはすべて「河口文庫」の判を押し，
ジャンルごとに分類してリストを製作した。
　８,０７０冊のうち，特に貴重な書籍や学会誌等のバック
ナンバーを約２,０００冊抽出し，「河口文庫①」と名付けて
埋文センター図書室の蔵書管理システム（バーコード管
理）に登録した。書架についても河口先生の書斎にあっ
た移動式書架の寄贈を受け，図書室に移設して「河口文
庫①」を納めている。
　それ以外の約６,０００冊の書籍は「河口文庫②」として
リストを作成し，リスト順に並べ替えて２２１箱の収納箱
に納めた。収納箱にはその箱に収めている書籍リストを
前面に貼り付け，閲覧や検索も可能である。一般収蔵庫
二階に保管している。
③　地図・地形図類の整理
　寄贈された資料には，地図類も含まれており，総数は
約１,０００枚である。すべてに「河口文庫」の判を押し，
製作された発行元と年代順にリストを作成した。古くは
１９０３年発行の地図から含まれている。発行元は「大日本
帝国陸地測量部」「内務省地理調査所」「国土地理院」な
どがある。１７箱に分けて一般収蔵庫二階に保管している。
④　写真類の整理
　写真類にはポジやネガのほか，ガラス乾板，プリント
類，報告書に使用した写真原稿などがある。
　ポジやネガの類いはカビが発生しているものもあり，
フィルムクリーナーを用いてクリーニングを行った。そ
の後，カラースライドについては遺跡名を付けて新規の
ファイルに収納し，モノクロネガはベタ焼きを作成，合
わせてファイルに収納した。台帳を作成し，順次デジタ
ル化も進めているところである。
　プリント類には裏面に遺跡名やメモがあるものが多



－ 10 －

く，それが見えるような形でファイルに収納した。
　ガラス乾板には手札版や４×５版のサイズのものがあ
り，状態があまりよくないものもあったので取扱いや保
存方法を専門業者に問い合わせ，損傷の無いよう十分に
配慮して作業を行った。まず水洗し，十分に乾燥させた
後，ベタ焼きを作成した。その後，薄紙に包んで一枚一
枚をガラス乾板専用のケースに収め，ケースにはベタ焼
きを貼付して内容物が分かるようにした。そのケースを
まとめて専用の箱に収めている。
　ガラス乾板には学生の実習風景のようなものが写って
おり，撮影年等の詳細は不明である。使用の際はベタ焼
きで対応することとし，ガラス乾板の現物は保管ケース
から出さないこととしたい。
　写真類を納めたファイルは再整理後１００冊程度になり，
すべて写真保管庫（温度２０℃，湿度５０％の環境設定）に
保管している。
⑤その他の資料の整理
　現場で作成された実測図等については丸めて保管され
ていたものが多く，広げて大判のクリアファイルに差し
込み，遺跡ごとに図面ケースに入れて「河口コレクショ
ン保管室」に保管した。折り目など傷んでいる箇所は修
復を行った。
　野帳や調査日誌，日記，研究ノート，その他の資料に
ついては「河口文庫③」として一般収蔵庫二階に保管し
ている。野帳や研究ノート類が約２５箱，先生の原稿類
が２箱，抜き刷りが７箱，他にも各種委員会等の資料や
遺跡関係の書類等が多数あり，分類とリストの作成を順
次進めているところである。
　また，遺跡調査時の野帳や調査日誌については，大変
重要な情報であるため，原本を傷めないように，コピー
の作成とデジタル化を順次進めている。
　新聞の切り抜きは年代順に並べ替え，直接台紙に貼る
ことは避け，薄いビニールで包んだうえで台紙に貼り付
け，大判のファイルに保管している。切り抜きファイル
は一括して図書室に保管し，閲覧できるようにしている。
　この他，手紙や葉書など河口氏と親交のあった方々と
の書簡や報告書原稿の版下，パンフレット等大枠の分類
はできたものの，細かなリスト化までには至っていない。
また，河口コレクションには河口氏が使用していた実測
道具や文房具等の資料も含まれている。今後順次整理を
進めていく予定である。

考古遺物搬入状況

開梱と台帳作成作業

遺物洗浄作業

遺物実測作業

第４図　河口コレクション整理・収納状況写真①
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第５図　河口コレクション整理・収納状況写真②

書籍類の搬入状況（段ボール 400 箱） 写真フィルムクリーニング作業

図書室内に設置した「河口文庫①」 ネガ・ポジの整理・保管（写真保管庫）

河口先生の書斎から移設した書架 写真プリントの整理

「河口文庫②」の整理・保管（一般収蔵庫二階） ガラス乾板の整理
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第６図　河口コレクション整理・収納状況写真③

河口コレクション保管室 新聞切り抜きファイル

河口コレクション保管室内の様子 新聞切り抜きファイルの保管（図書室）

実測図面の整理・保管（河口コレクション保管室） 図面修復作業

地図・地形図の整理・保管（一般収蔵庫二階） 整理を待つ膨大な資料（一般収蔵庫二階）
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第１節　遺跡の現状
　山ノ口遺跡は，現在の行政区分で鹿児島県肝属郡錦江
町馬場に所在する。錦江町南部の沖積平野の南端にあた
る海浜地で，背後には肝属山地がせまり，前面は約200
ｍ余で鹿児島湾の海岸汀線に至る。
　本遺跡周辺は以前から水田地帯であり，山ノ口遺跡発
見時の昭和30年代には，砂鉄採掘地帯となっていた。現
在は，水田から畑地への転換が行われている。
　現在遺跡地には，「山ノ口祭祀遺跡の碑」が建てられ
ている（第７図）。また，平成の大合併前の大根占町時
代，昭和47年４月には「山之口祭祀遺跡」として町指定
文化財に指定されている。
　本遺跡の発掘調査はその後行われていないが，隣接す
る出口遺跡で国道269号線の改良工事に伴い，昭和62年
に発掘調査が実施された。しかし，山ノ口遺跡で大量に
出土した弥生時代の遺物はなく，縄文時代後期と古墳時
代が主体であったと報告されている。

第２節　現場図面の追加資料
　山ノ口遺跡関係の図面類として，第１～３次調査の図
面，第１次調査の調査日誌（Ｂ５版ノート１冊），第２・
３次調査の調査メモ（Ｂ５版ノート１冊，メモ帳２冊）
がある。これらの中から未報告の図面類について報告す
る。
　第８図は，山ノ口遺跡のトレンチ配置図である。旧報
告では，Ｃ地点のグリッド設定状況が，文章中に記載さ
れているものの図化されていなかった。調査日誌により，
グリッド設定状況が確認できたため，今回図化した。ま
た，昭和36年５月の砂鉄採掘状況も記録されており，第
３次調査（Ｄ地点）時点では，すでにＢ・Ｃ地点は削平
されている様子が窺える。
　第９図は，Ｂ地点（第１次調査）の環状配石及び遺物
出土状況図である。旧報告でも図化されているが，炭化
物出土範囲及び暗紫ゴラ検出範囲等を凡例をつけて分か
りやすくしたほか，Ａ’地点の範囲も追加し，砂鉄採掘
により削平を受けている範囲と環状配石の関係がより明
らかになった。併せて，第10図として遺物実測図も配置
した図を掲載した。
　第11図は，Ｃ地点（第２次調査）の環状配石及び遺物
出土状況図である。Ⅱトレンチ９区よりⅣトレンチ１区
へかけて検出された楕円形環状の配石及びその周囲の遺
物出土状況図は，旧報告でも図化されているが，Ⅰトレ
ンチ４区からⅡトレンチ８区もあわせて実測されている
図面が確認できたため，今回図化を行った。Ⅰトレンチ
５区よりⅡトレンチ６区にかけて検出された軽石集積地
の状況や楕円形環状の配石の周囲以外の遺物の出土状況

等が明らかになった。併せて，遺物実測図も配置した。
　第12図は，Ｃ地点出土の陰石とされる軽石製品出土状
況のメモである。旧報告では出土状況について「配石端
より30cmの間隔をおいて34cm×24cmの軽石に，19cm
×７cmの楕円形で深さ10.５cmの凹穴を刻んだ礫を配
し，その上を加工した二箇の軽石で蓋し，更に薄板状の
粘板岩で覆っている。」とあり，その状況をメモしたも
のと思われる。
　第13図は陰石とされる軽石製品の出土状況写真であ
る。左から右へ撮影された順に配置している。まず，陰
石とされる軽石製品単体の出土状況の写真が撮影され
る。次に陰石とされる軽石製品の上に加工した２個の軽
石を乗せた状況で撮影される。軽石の周囲は砂や竹串で
固定されている。最後に固定していた砂や竹串をはずし
た状態で撮影される。このような撮影順序から，河口氏
が陰石とされる軽石製品の出土を知った時にはすでに，
蓋をしていた軽石や薄板状の粘板岩を取り上げていたも
のと思われる。その後，おそらく発掘した作業員に聞き
取り，出土状況を復元して撮影したのであろう。なお，
実測図は第13図右の写真の状況に近い。
　第14図は，昭和36年の第３次調査前後，砂鉄採掘時に
発見された軽石集積地の位置図のメモである。Ａ地点と
Ｃ地点の間に位置する。おそらく，図版10－①の写真は
この軽石集積地を状況を写したものと思われる。メモと
写真から壺形土器が１点出土している状況が窺える。ま
た，写真上部には，ポンプによる砂鉄採掘の際に生じた

第Ⅲ章　山ノ口遺跡の再検討

第７図　山ノ口遺跡の現況
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第９図　Ｂ地点遺構配置図及び遺物出土状況図①
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第10図　Ｂ地点遺構配置図及び遺物出土状況図②
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水が近くまで流れ込んでいる状況が写ってお
り，応急的にメモと写真のみ記録した様子が
窺える。
　第15図は，Ｄ地点（第３次調査）の環状配
石及び遺物出土状況図である。旧報告では，
文章のみの報告であったため，今回初めて図
化されたものである。残されている図面と出
土状況の写真を見比べると，図化されていな
い軽石や遺物があった。そのため，写真を参
考に加筆し，可能な限り出土状況の再現を
行った。この図により，模式化した略図しか
なかったＤ地点の状況がより詳細に分かるよ
うになった。あわせて，第15図に分かり得た
限り，遺物実測図も配置した。
　このように第３次調査では，実測図が不十
分であったり，メモや写真のみで済ませてい
たりすることから，極めて緊急性が高い状況
で調査を行っていたことが窺える。

第13図　Ｃ地点軽石製品出土状況写真

第14図　Ａ地点とＣ地点で検出された軽石集積地位置図メモ

第12図　Ｃ地点軽石製品出土状況メモ
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第３節　遺物の追加資料及び再実測
　今回，これまで未発表の遺物の実測を行った。また，
既に報告済みの遺物についても，現代的視点で改めて実
測を行った。土器については，胴部片のみの破片を除く
全ての遺物を，剥片石器は全ての遺物を，軽石・軽石製
品については，加工が認められる全ての遺物を実測対象
とした。以下，出土地点毎に遺物の説明を行う。
１　Ｂ地点（第１次調査）出土遺物
（１）　土器（第17～21図）
　１～７は甕である。１はやや小ぶりだが，大甕の形態
を呈する。口縁部は，斜め上方へ伸びる逆Ｌ字状を呈し，
内面には口縁部を貼り付けた際の突起が確認される。口
唇部は凹線状となる。口縁部下には，断面形態がＭ字状
を呈する１条の突帯を巡らす。底部は，端部がやや外側
へ張り出す平底である。内外面に煤が付着する。口唇部
にわずかながら暗紫ゴラと思われる灰色の付着物が確認
される。２の口縁部は，斜め上方へ伸びる逆Ｌ字状を呈
する。口縁部下には，３条の突帯を巡らす。充実脚台を
有する。口唇部及び脚台端部は凹線状となる。外面胴下
半部の調整に，ハケ目ではなく，縦方向のミガキを施す
のが特徴である。外面には，部分的に暗紫ゴラや煤の付
着が確認できる。３の口縁部は，斜め上方へ伸びる逆Ｌ
字状を呈する。口縁部下には，３条の突帯を巡らす。充
実脚台を有する。口唇部及び脚台端部は凹線状となる。
内外面に煤が付着する。また，口唇部にわずかながら暗
紫ゴラの付着が確認できる。４の口縁部は，やや内湾し
て斜め上方へ伸びる逆Ｌ字状を呈する。口縁部下には，
２条の突帯を巡らす。充実脚台を有する。口唇部及び脚
台端部は凹線状となる。内外面に煤が付着する。また，
口唇部と胴上半部にわずかながら暗紫ゴラの付着が確認
できる。胴下半部には孔が外面から穿たれている。５は
やや小型の甕である。口縁部は，やや斜め上方へ伸びる
逆Ｌ字状を呈する。口縁部下には，３条の突帯を巡らす。
充実脚台を有する。口唇部及び脚台端部は凹線状となる。
内外面に煤が付着する。６はやや大型の甕である。口縁
部は，やや斜め上方へ伸びる逆Ｌ字状を呈する。口縁部
下には，３条の突帯を巡らす。充実脚台を有する。口唇
部及び脚台端部は凹線状となる。内外面に煤が付着する。
７は小型の甕である。口縁部は，やや斜め上方へ伸びる
逆Ｌ字状を呈する。口縁部下の突帯はない。頸部に米粒
状の刻みが連続的に施されている。文様として意識的に
つけたものか，調整時についてしまったものか判然とし
ない。充実脚台を有する。口唇部及び脚台端部は凹線状
となる。このほか，旧報告では，Ｂ地点出土の甕がもう
１点出土しているが所在を確認することができなかっ
た。再トレースした実測図を参考として掲載する（第19
図参考）。
　８～14は壺である。８は底部から胴下半部はストレー

トに外開きし，胴部中央から胴上半は球形に近い。胴部
最大径のところに，４条の突帯を巡らす。胴上部と頸部
の境は，形としては境が明瞭でないものの，６条の突帯
を巡らすことから境が明らかである。口縁部は，やや垂
れ下がった二叉状口縁である。内面に口縁部を貼り付け
た際の突起が確認される。胴部上位には，孔が外面から
穿たれている。赤褐色の胎土にミガキを施すことで，丹
塗のような印象を受ける。９・10は底部から胴下半部は
ストレートに外開きし，胴部中央から胴上半は球形に近
い。胴部最大径のところには，４条の突帯を巡らす。胴
上部と頸部の境は，形としては境が明瞭でないものの，
７条の突帯を巡らすことから境が明らかである。口縁部
は，やや垂れ下がった逆Ｌ字状を呈する。鋤先状の整形
を意識したものであろうか，内面に口縁部を貼り付けた
際の突起が確認される。口唇部は凹線状となる。底部付
近には，孔が外面から穿たれている。外面には，部分的
に暗紫ゴラの付着が確認できる。11の口縁部は，やや垂
れ下がった逆Ｌ字状を呈し，内面には口縁部を貼り付け
た際の突起が確認される。胴部は，球形に近い形状を呈
する。また，胴下半部には，孔が外側から開けられている。
底部は，平底である。外面には，部分的に暗紫ゴラの付
着が確認できる。12は11とほぼ同様の形態だが，11に比
べやや小ぶりである。胴部中央に孔が外面から穿たれて
いる。13は台付小型壺である。脚台部の大半が欠損して
いる。口縁部は逆Ｌ字状を呈し，ほぼ水平方向に伸びる。
口縁部下には，３条の突帯を巡らす。胴部形態は球形に
近い。胴部下位には孔が外面から穿たれている。14は長
頸壺である。頸部下位から胴部上位にかけて８条，胴部
中央に１条の突帯を巡らす。突帯の断面形態は頸部下位
から胴部上位のものが三角形，胴部中央のものがＭ字状
である。胴部は算盤玉状を呈する。底部には孔が外面か
ら穿たれている。胴部中央の突帯の凹み部には暗紫ゴラ
が付着している。
（２）　石器・石製品（第22～25図）
　15～25は磨製石鏃である。15～19は，１の土器付近で，
20～24は，10の土器の直下からまとまって出土したとさ
れる。粘板岩製のもの（15～19，21～24）と頁岩製のも
の（20・25）がある。大きさは，長さ６cm程度の大型
品（15・20）から，長さ３cm程度の小型品（24）まで
バリエーションがある。また，先端部は欠損しているも
のが多く，18や21のように鎬をもつものもみられる。
　26～39は軽石製品である。26～28は勾玉である。両側
から孔が穿たれている。29は勾玉状を呈する軽石製品で
ある。孔は穿たれていない。30は線刻や小凹み穴を穿っ
た軽石製品である。線刻は非常にシャープな加工である。
31も同様な軽石製品である。小凹穴は，同じ斜め方向か
ら穿たれている。また凹みから生じる短い線刻もほぼ同
じ方向である。河口氏は30・31の軽石製品を呪術具と想
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第17図　Ｂ地点出土土器実測図①
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第18図　Ｂ地点出土土器実測図②
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定している。しかし，31は底面が緩やかに磨かれ作業に
あたって安定するように加工していることから，何らか
の作業台の可能性もある（註１）。32～34は，幅１～２cm程
度の棒状のものを研磨したと思われる軽石製品である。
33・34には暗紫ゴラが付着している。35～39は，加工が
みられるが用途不明の軽石製品である。35は側面に小凹
穴が見られる。先の尖った工具で穴を穿ったと思われる。
暗紫ゴラが付着している。36は正面２か所や底面１か所，
直径２cm程度の凹穴が確認できる。37は両側面に加工
が見られる。38は，研磨され，勾玉状に加工されるが，
最大長が1１.7cmあり，勾玉にしては大きい。39は中央
に楕円形の凹穴があり陰石のように見えるが，凹穴が人
為的なものかどうか判然としない。

第19図　Ｂ地点出土土器実測図③

8

参考
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第21図　Ｂ地点出土土器実測図⑤
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第22図　Ｂ地点出土石器･石製品実測図①
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第23図　Ｂ地点出土石器･石製品実測図②
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２　Ｃ地点（第２次調査）出土遺物
（１）　土器（第26～28図）
　40～44は，甕である。40の口縁部は斜め上方へ長く伸
びる逆Ｌ字状を呈する。口唇部は凹線状となる。頸部直
下及び胴部中位にそれぞれ１条の断面三角を呈する突帯
を貼り付けている。底部はやや上げ底状である。口唇部
内面及び外面の突帯間には暗文を施す。外面及び内面の
口縁部～胴部中位まで赤色顔料が塗布されている。底部
付近の胴部下位には，外側から孔が穿たれている。41の
口縁部は，斜め上方へ伸びる逆Ｌ字状を呈する。口唇部
は凹線状となる。口縁部下には，３条の突帯を巡らす。
底部は平底である。外面に煤の付着が確認できる。また，
口唇部及び口縁部内面には，部分的に暗紫ゴラの付着が
確認できる。42の口縁部は，斜め上方へ伸びる逆Ｌ字状
を呈する。口縁部下には，３条の突帯を巡らす。充実脚
台を有する。口唇部及び脚台端部は凹線状となる。内外
面とも，部分的に煤の付着が確認できる。43の口縁部は，
斜め上方へ伸びる逆Ｌ字状を呈する。口縁部下には，４
条の突帯を巡らす。充実脚台を有する。口唇部及び脚台
端部は凹線状となる。内外面に煤が付着している。44は，
口縁部片である。口縁部は，斜め上方へ伸びる逆Ｌ字状
を呈する。口縁部下には，４条の突帯を巡らす。口唇部
は凹線状となる。内面に，爪状の圧痕が規則的に施され
ている。指オサエ時についた可能性が考えられる。
　45～47は壺である。45は小型壺である。口縁部は，斜
め上方へ伸びる逆Ｌ字状を呈する。口唇部は凹線状とな
る。底部は平底である。胴部下位に外側から孔が穿たれ
ている。46は広口壺である。口縁部は朝顔形に大きく開
く。口唇部は凹線状となる。胴部は偏球状を呈し胴部中
央に断面Ｍ字状の１条の突帯を巡らす。胴上部には，３
個１組の円形浮文が５か所確認される。胴下半部に孔が
内側からと外側からの２回の打撃により開けられてい
る。底部は平底である。外面胴部の突帯には，部分的に
暗紫ゴラの付着が確認できる。47は頸部～底部片である。
胴部は偏球状を呈し，頸部と胴部中央にそれぞれ３条の
突帯を巡らす。底部は平底である。胴部下位に外側から
孔が穿たれている。
（２）　石器・石製品（第28・29図）
　48・49は磨製石鏃である。48は長さは残存部分のみ
で5.55cmある大型品で，端部はいずれも欠損している。
49は長さ2.9cmの小型品である。
　48はⅡ９区出土と書かれた袋の中におさめられてい
た。しかし，写真との照合からＣ地点Ⅱ８区出土の石鏃
と判明した。49もⅡ９区出土と書かれた袋の中におさめ
られていた。Ⅱ９区が設定されているのは，Ｃ地点のみ
であるため，ここで報告した。つまりＣ地点出土と考え
られる磨製石鏃は２点あるのだが，旧報告にある「Ｃ地
点の遺物としては，粘板岩製の磨製石鏃１箇」という記

述と矛盾する。48は写真から確実にＣ地点出土というこ
とがおさえられるため，49は他の地点から出土した可能
性がある。
　50～52は軽石製品である。50は正面中央に長さ
18.0cm，幅7.5cm，深さ11.3cmの凹穴をもつ。平面形態
は，楕円形，断面形態は凹状を呈する。右側面にも凹み
を４か所確認される。これまで陰石と報告されてきたも
のである（河口1978など）が，前述の出土状況から陰石
ではなく容器の可能性も否定できない（註2）。51は勾玉で
ある。両側から孔が穿たれている。下半部は後世，欠損
した可能性も考えたが，風化の具合が明らかなガジリと
異なるため，意図的に磨いて整形したのではないかと思
われる。52は旧報告で「円柱形軽石製品」や「まるい棒
状の加工品」とされたものである。両端部に加工を施し，
凸状の突起が形成されている。ソケット状のものと組わ
せて使用した可能性等が考えられるが，用途は不明であ
る。
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第26図　Ｃ地点出土土器実測図①
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第28図　Ｃ地点出土土器実測図③及び石器・石製品実測図①
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第29図　Ｃ地点出土石器・石製品実測図②

50

51

52

50

51・52



－ 36 －

３　Ｄ地点（第３次調査）出土遺物
　53～72は，錦江町教育委員会が所蔵する山ノ口遺跡出
土遺物である。60～62は，これまでＤ地点（第３次調査）
出土遺物として，報告されたものである。他の遺物につ
いては，どの地点から出土したものか確証は得られてい
ない。しかし，出土状況図（第15図）や出土写真に類似
する遺物が多数みられたことなどから，錦江町教育委員
会が所蔵する遺物は，Ｄ地点出土遺物の可能性が高いと
判断し，本項で詳述する。ただし，Ｄ地点の調査が行わ
れた第３次調査時，再び砂鉄採掘作業も行われているた
め，一部，昭和36年の砂鉄採掘時の出土遺物も含まれて
いる可能性があることも加えて指摘したい。
（１）　土器（第30～32図）
　53は甕である。脚台から，ゆるく内湾する胴部をもち，
大きく外開きする口縁部に至る。口縁部下には３条の突
帯を巡らす。口縁部は，斜め上方へ伸びる逆Ｌ字状を呈
する。口縁部内面には明瞭な稜がみられるが，外面での
境は明らかでない。口唇部および底部縁辺は凹線状とな
る。Ｄ地点からはもう１点甕が出しているが，所在不明
である。
　54～59は壺である。54は底部から胴下半部はストレー
トに外開きし，胴部中央から胴上半は球形に近い。胴部
最大径の上よりには，２条の突帯を巡らす。胴上部と頸
部の境は，形としては境が明瞭でないものの，３条の突
帯を巡らすことから境が明らかである。口縁部は，やや
垂れ下がった逆Ｌ字状を呈する。鋤先状の整形を意識し
たものであろうか，内面に口縁部を貼り付けた際の突起
が確認される。口唇部は広く面取りし，凹線状となる。
底部付近には，孔が外面から穿たれている。55は底部か
ら胴下半部はストレートに外開きし，胴部中央から胴上
半は球形に近い。胴部最大経より上に３条の突帯を巡ら
す。頸部の最も締まった部分から下には，４条の突帯を
巡らす。口縁部は，やや垂れ下がった逆Ｌ字状を呈する。
鋤先状の整形を意識したものであろうか，内面に口縁部
を貼り付けた際の突起が確認される。口唇部は広く面取
りし凹線状となる。口縁部の内側は，鋤先状の整形を意
識している。外面の調整はハケ目状の工具によるが，ミ
ガキ様のナデに近い光沢をもつ。胴部から底部にかけて
何か所か欠けているので，孔が穿たれていたかどうかは
不明である。56は小型壺である。安定した底部から内湾
気味に胴部中央に至る。器高のほぼ中央に胴部最大径は
あり，１条の突帯を巡らす。胴上部と頸部の境は，はっ
きりとしない。口縁部は，水平方向に伸びる逆Ｌ字状を
呈する。胴下半部には，孔が外面から開けられている。
57は大型長頸壺である。口縁部付近が欠損しているもの
の，ほぼ全体の形が残っている。不安定な底部から胴下
半部はストレートに外開きし，胴部最大径は上位にあっ
て，胴上部は球形状となる。頸部との境付近には，３条

の突帯を巡らす。突帯の断面形状は，三角形ではなく台
形に近い。頸部はやや内湾気味に外開きしながら口縁部
へ至る。頸部内面の途中には，工具が当たった痕跡があ
り，口縁部を調整する際に付いた可能性もある。胎土は
花崗岩質を基本とするものの，金色の雲母は目立たない。
胴部最大径付近には，焼成後に孔が外面から開けられて
いる。胴部の一部が欠けているが，故意によるものかど
うかは不明である。本資料は同時期の南九州にはあまり
みられない器形であり，山ノ口遺跡出土品であるかどう
かの確証は得られていない。ただし，穿孔の仕方など共
通点も多いことから，当遺跡の出土品として扱った。58
は広口壺である。安定した底部から球形に近い胴部をも
ち,境が明瞭で締まった頸部から大きく開く口縁部へ至
る。口縁部付近は水平に近く，口唇部は広く面取りし，
凹ませている。胴部最大径よりも口縁部が広いことが特
徴である。底面はわずかに上げ底状となり，同じ方向に
指ナデされる。底部縁辺はわずかな反りがみられる。胴
下半部には，孔が外面から開けられている。59は不安定
な底部から球形に近い胴部をもち，締まった頸部から大
きく開く口縁部へ至る。頸部と口縁部および胴部境は明
瞭でない点が特徴である。外面は全体的に摩耗が著しく，
調整は明らかでない。また，口唇部も広く面取りはして
いるものの，凹縁状になるかは不明である。胴部の一部
が欠けているが，故意によるものかは確認できない。
　60は高杯である。椀形の杯部とラッパ状に開く脚部を
有する。杯部と脚部の接合部分には，円盤状というより
は，Ｕの字状に近い粘土塊を充填している。外面には，
部分的に暗紫ゴラの付着が確認できる。また，内外面に
赤色顔料が塗付されている。
　61は小型の鉢である。安定した底部から球形に近い胴
部を経て,内湾する口縁部へ至る。口唇部は平坦面を有
する。内外面には，赤色顔料が塗布されている。また，
胴部下半の底部付近に，内側から孔が穿たれている。
（２）　石製品（第33～35図）
　62～72は，軽石製品である。62は，旧報告で「顔面を
思わせる軽石加工品」との記述があるものである。平形
態が楕円形の軽石を素材とする。断面形態は舟形状を呈
し，一面は平坦である。この平坦面は，人為的なものか，
元来の軽石の形態か，明瞭な擦痕がみられないため判断
できなかった。また，平坦面には目を思わせる二箇所の
人為的な円形の凹みが確認される。両側面中央付近では，
硬質の工具を用いて，抉りを入れている。
　63～65は，旧報告で「曲玉状の加工品」との記述があ
るものであろうか。63は勾玉状の形をしたものであり，
断面はほぼ円形である。両方の端部は平坦面をつくり出
している。丁寧な加工は，全周に及んでいる。穿孔はみ
られない。64は勾玉状の形をしたものであり，腹部を除
き全体的には明瞭な加工痕はみられない。腹部に横方向
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第30図　Ｄ地点出土土器（錦江町所蔵）実測図①
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第31図　Ｄ地点出土土器（錦江町所蔵）実測図②
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第32図　Ｄ地点出土土器（錦江町所蔵）実測図③
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からの加工を間隔をおいて施してあり，獣形勾玉を意識
しているとも考えられる。穿礼はみられない。65は幅広
ではあるが，形状的には勾玉状の形をしたものである。
両方の端部は平坦に面取りし，背部は中央と両側に分け
て面取りしてある。腹部の加工は上から下に行い，側縁
部は軽く面取りしてある。穿孔はみられない。
　66・67は，陰石状を呈する軽石製品である。66は３つ
に割れた状態で保管されていた。不定形の大きな軽石を
用いたもので，粗削りではあるものの一面をつくり出し
ている。この面の中央部を大きく扶り出しており，深い
ところで５cmを測る。工具の痕跡から，幅約５cmの手
斧状の鉄製品が使われたと推察される。ほぼ半分に割れ
ていると考えられ，割れ目の風化は著しい。67は不定形
な軽石を用いている。平坦な一面の中央部を，抉ること
によって凹みをつくり出している。凹みは深さ1.4cmを
測る。
　68・69は略半月状を呈する軽石製品である。68は，抉
りを除いて特別に加工した部分は認められない。側面の
端部寄りに，楕円形を呈する，深さ３cmの抉りをもつ。
69は特別に加工した部分は認められないが，表面の端部
寄りに敲打によるものと思われる凹みが確認できる。ま

た，一面が赤色化しており，披熱した可能性もある。70
は大部分が欠損しているため，本来の形状は不明である。
両面に平坦面をつくり出しており，側面と比較して非常
に平滑である。意識して磨面をつくったのか，使用痕と
しての磨面なのかは明らかでない。割れ口の風化が著し
いことから，当時故意に割られたか，その後のかなり以
前に割れたと思われる。
　71は半球形状で一面が浅い凹面状となっている。全周
とも，明瞭な加工痕はみられない。72は略三角形を呈し，
正面に２か所の加工状の痕跡がみられる。一つは上下か
ら切り込みを入れたものである。もう一つは２mm幅の
串状の快りである。ただし，両方とも明瞭なものではな
く，自然の可能性もある。
　これらに加え，もう１点錦江町教育委員会が所蔵して
いる軽石がある。巻頭写真３右下の写真の一番上にある
軽石である。略測，長さ19cm，幅21cm，厚さ12cmを測
る。全周にわたって，特別な加工はみられないため，図
化は行わなかった。ただし，平坦な両面は，噴火時の発
泡によると考えられる石畳状となっていることから，意
識的に遺跡に持ち込んだ可能性がある。

第33図　Ｄ地点出土石器･石製品（錦江町所蔵）実測図①
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第34図　Ｄ地点出土石器･石製品（錦江町所蔵）実測図②
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第35図　Ｄ地点出土石器･石製品（錦江町所蔵）実測図③
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４�　Ａ地点（昭和33年砂鉄採掘時）下層出土遺
物

　Ａ地点遺物包含層は地表下１ｍの旧砂浜と思われる砂
層上部と，地表下約３ｍの同砂層の深部との上・下２層
があると報告されている。そのうち下層から出土した遺
物について詳述する（第36図）。
　73は甕である。口縁部はＳ字状に屈曲する。頸部に強
いヨコナデを施すことで，口縁部と胴部の境が明瞭に
なっている。底部は欠損している。内外面に煤が付着し
ている。74は壺である。口唇部は強くナデられ，凹線状
となる。頸部がきつく締まり，肩部が張る形態である。
頸部～肩部外面と口縁部内面に３～５本で１組の沈線文
が施されている。75は小型壺である。口縁部は外反し，
ラッパ状に開く。胴部は球形状を呈する。底部は小さな
脚台状となる。胴部中央付近に外面から孔が穿たれてい
る。76は台付鉢である。杯部はボウル状を呈する。口縁
部は大きく外反し，内面に段を有する。器面全体に黒色
顔料が塗られ，外面に赤色顔料で鋸歯文等の文様を描か
れている。口縁部内面には，黒色顔料で鋸歯文を描いて
いる。脚台部上位に２条の突帯を貼り付け，その下に方
形の透孔を設けていたようである。また，円盤充填の様
子も窺える。なお，内面には「昭和三十三年六月二十八
日　大根占町馬場山ノ口水田ノ地下十尺砂鉄層ヨリ單独
出土　同地点地下三尺砂丘層ヨリ彌生式土器　軽石製人
形　家形　軽石製曲玉模造品伴出　シダ化石出土」と墨
で書かれており，当時の出土状況を窺い知ることができ
る。

５�　Ａ地点（昭和33年砂鉄採掘時）上層出土遺
物

　Ａ地点遺物包含層のうち，砂層上層から出土した遺物
について詳述する。「山之口　坂」や「山之口.坂.福」の
注記があるものが多い。おそらく「坂」「福」は発見者
の坂元貞夫氏，福畄久光氏を表していると思われる。
（１）　土器（第37～40図）
　77～81は甕である。77の口縁部は，斜め上方へ伸びる
逆Ｌ字状を呈する。口縁部下には，３条の突帯を巡らす。
充実脚台を有する。口唇部及び脚台端部は凹線状となる。
外面に煤の付着が確認できる。78の口縁部は，斜め上方
へ伸びる逆Ｌ字状を呈する。口縁部下には，１条の突帯
を巡らす。充実脚台を有する。口唇部及び脚台端部は凹
線状となる。外面に煤の付着が確認できる。外面胴部下
位の調整はミガキである。79の口縁部は，斜め上方へ伸
びる逆Ｌ字状を呈する。口縁部下には，１条の突帯を巡
らす。充実脚台を有し，底面はやや上げ底を呈する。口
唇部及び脚台端部は凹線状となる。内・外面に煤の付着
が確認できる。外面には，部分的に暗紫ゴラの付着が確
認できる。80・81は胴部下半～脚台部片である。いずれ

も内面に煤が付着している。81の脚台端部は凹線状とな
るが，80の脚台端部は凹線状とならない。
　82～88は壺である。82の口縁部は，やや垂れ下がった
逆Ｌ字状を呈する。口唇部は凹線状となる。胴部はあま
り張らず，卵形に近い形状を呈する。底部は平底である。
また，胴下半部には，孔が外側から２か所開けられてい
る。外面には，部分的に暗紫ゴラの付着が確認できる。
また，内面には種子圧痕が確認される。83の口縁部は，
やや垂れ下がった逆Ｌ字状を呈する。口唇部は凹線状と
なる。胴部は球形に近い形状を呈する。底部は平底であ
る。また，胴下半部には，孔が外側から開けられている。
外面には，部分的に暗紫ゴラの付着が確認できる。84は
口縁端部が欠損している。口縁部は外側へ開く。頸部と
胴部の境は明瞭で，胴部は球形に近い形状を呈する。底
部は不安定な平底である。胴下半部には，孔が外側から
開けられている。おそらく２回以上の打撃で穿たれたも
のと思われる。また，内面に種子圧痕が確認できる。85
は広口壺である。口縁部は朝顔形に大きく開く。胴部は
偏球状を呈し，胴部中央に１条の突帯を巡らす。胴部中
央と胴下半部の２か所に孔が内側から開けられている。
底部は平底である。外面には，部分的に暗紫ゴラの付着
が確認できる。86は口縁部～頸部片である。口縁部は，
やや垂れ下がった逆Ｌ字状を呈し，内面には口縁部を貼
り付けた際の突起が確認される。口唇部は，凹線状とな
る。頸部には，現状６条の突帯を巡らしているが，頸部
より下部が欠けているため，本来の突帯の条数は不明で
ある。外面には，部分的に暗紫ゴラの付着が確認できる。
87は胴部中位～底部片である。胴部は，球形に近い形状
を呈する。底部は平底である。88は無頸壺である。口縁
部は斜め上方へ伸びる逆Ｌ字状を呈する。一部口縁部が
剥落しており，擬口縁となっている。胴部は球形に近い
形状を呈する。底部は上げ底となっている。胴部中央に
は孔が外面から穿たれている。
　89～91は鉢である。89・90の口縁部は水平方向へ短く
伸びる逆Ｌ字状を呈する。底部は厚く，脚台状になって
いる。89の脚台端部より90の脚台端部のほうが外側へ張
り出す。90は外面に煤が付着している。91は小型の鉢で
ある。器形はコップ状を呈する。口縁部は逆Ｌ字状を呈
し，水平方向に延びる。底部は厚く，脚台状を呈する。
外面に煤が付着している。
　92・93は台付鉢である。口縁部は斜め上方へ伸びる逆
Ｌ字状を呈する。口縁部下に３条，脚台部上位に１条の
突帯を巡らす。脚端部にも１条の突帯を巡らし，その上
に連続したハの字状の沈線を施す。円盤充填技法も確認
できる。口縁部下の３条の突帯の下に外面から孔が穿た
れている。93は脚台部片である。脚台部上位と脚端部に
それぞれ１条の突帯を巡らす。脚台部内面は黒色処理が
施されている。94は小型の台付鉢である。口縁部は水平



－ 44 －

第36図　Ａ地点下層出土土器実測図
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方向へ伸びる逆Ｌ字状を呈する。口縁部下に２条の突帯
を巡らす。
　95は高杯の脚部である。脚柱部が長く，脚柱部と脚裾
部の境に１条の突帯を貼り付けている。外面は剥落が激
しいが，わずかながら縦方向のミガキ調整が確認できる。
　96はジョッキ形土器である。口縁部から胴下部にかけ
て把手がつく。外面及び口縁部内面に赤色顔料が塗布さ

れている。旧報告では「下方より1/4の箇所に小孔をあく」
と記述され，実測図にも表現されているが，現在そのよ
うな小孔は確認できなかった。石膏を用いて復元がなさ
れているため，小孔部分が埋められてしまった可能性が
ある。

第37図　Ａ地点上層出土土器実測図①
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第38図　Ａ地点上層出土土器実測図②
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第39図　Ａ地点上層出土土器実測図③
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（２）　石器・石製品（第41～43図）
　97は頁岩製の打製土掘具である。基部は両側から抉り
を入れて造り出している。先端は細く仕上げている。全
体的に磨滅による光沢がある。装着の時のズレにより生
じた可能性がある。
　98～102は軽石製品である。98は女性を表した岩偶で
ある。顔面部分を一段高く掘り出し，目と口は凹め，鼻
を隆起させ，顔を表現している。また，顔部分の側面に

刻みを入れることで髪を表現している。中央付近には，
両側面から抉りが入れられ，顔と胴体が明確に区分され
ている。胴体中央には乳房を表現した突起が２か所確認
される。下面には直径２cm，深さ４cmの穴が穿たれて
いる。手足の表現は省略されている。99は男性を表した
岩偶であろうか。98と同様，顔面は一段高く掘り出され，
目と口は凹め，鼻を隆起させ，顔を表現している。両耳
部分には孔が穿たれている。おそらく，耳飾りを表現し

第40図　Ａ地点上層出土土器実測図④
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ているのであろう。胴体の形態は断面が菱形を呈し，下
方へいくにつれ次第に窄まる。胴体中央部分に，直径２
cm，深さ1.5cmの穴が穿たれている。手足の表現は省
略されている。100は，旧報告で石棒とされていたが，
後に河口氏が軽石製家と訂正している（河口2005）もの
である。家形とした場合，庇や窓と思われる表現がなさ
れている。屋根は寄棟である。下端部の整形は粗いため，
地中に埋めて使用した可能性が考えられる。101は家形
の軽石製品である。線刻や穴により，庇や窓と思われる

表現がなされている。線刻は非常にシャープな加工であ
る。102は勾玉状を呈する。孔は穿たれていない。下半
部は欠損している。第１次調査の旧報告で写真が掲載さ
れているが，Ａ地点のものかＢ地点のものか判然としな
かった。

第42図　Ａ地点上層出土石器･石製品実測図②

99
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６　Ａ’地点（昭和33年砂鉄試掘時）出土遺物
　Ｂ地点の南西に隣接した地点で試掘が行われた際出土
した土器である。第44図103は高杯である。口縁部は大
きく外反する。杯部中央には１条の突帯を巡らす。また，
杯部内面には把手状の粘土紐が貼り付けられている。脚
柱部は円柱状で，脚裾部はラッパ状に開く。外面及び杯
部内面に赤色顔料が塗布されている。旧報告では，土器
が４点出土したとあるが，103以外の残り３点の土器に
ついては詳細不明である。

７　昭和36年５月砂鉄採掘地点出土遺物
　第44図104は昭和36年のメモ帳に「砂鉄採掘地点ヨリ
出土」とある軽石製勾玉である。丁字頭で両側から穴が

穿たれるが貫通しない。穴の周囲に線刻を巡らす。

８　山ノ口遺跡東水田表採遺物
　「山ノ口．東．水田入口共伴」と注記された遺物であ
る。第44図105は鉢である。やや不安定な平底の底部か
ら，外側へ直線的に開く。口縁部内面に赤色顔料が，内
外面の器面に多数の種子圧痕が確認された。第44図106
はミニチュア土器である。甕形で口縁部下に１条の突帯
を巡らす。底部は脚台状を呈する。

９　出土地点不明の遺物
　注記より本遺跡から出土したことは分かるが，どの地
点から出土したか判然としない遺物をまとめた。

第44図　その他地点及び出土地不明遺物実測図①
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（１）　土器（第44図107～110）
　107～109は甕である。107は口縁部に刻目突帯文を有
する。外面に煤が付着する。108は小型の甕である。口
縁部は水平方向へ短く伸びる逆Ｌ字状を呈する。109は
甕の底部片である。充実脚台である。外面に煤が付着す
る。110は壺の口縁部片である。口縁部はやや垂れ下が
り逆Ｌ字状を呈する。口唇部は凹線状となる。
（２）　石製品（第45図）
　111～113は軽石製品である。111はほぼ全面研磨され
ている。112は溝状の凹みが確認される。113は上方から
方形の穴を穿っている。

10　その他の遺物
　注記等がないが，器形や胎土，石材等から本遺跡出土
の可能性が高いものをまとめた。
（１）　土器（第46図114～117）
　114・115は甕である。114の口縁部は，斜め上方へ短
く伸びる逆Ｌ字状を呈する。口縁部下に，３条の突帯を
巡らす。充実脚台である。口唇部及び脚台端部は凹線状
となる。内外面とも煤が付着する。115はやや小型の甕

である。口縁部は，斜め上方へ伸びる逆Ｌ字状を呈する。
内面に煤が付着する。
　116・117は壺である。116は広口壺の口縁部である。
口唇部は凹線状となり，一部暗紫ゴラが付着する。117
は頸部～底部片である。胴部は偏球状を呈し，胴部中央
に１条の突帯を巡らす。底部は平底である。
（２）　石器（第46図118）
　118は頁岩製の剥片である。両側縁に二次加工が施さ
れるが，その意図は不明である。

【註釈】
１　寒川朋枝氏のご教示による。
２　長野眞一氏のご教示による。
【引用・参考文献】

河�口貞徳　1978　「弥生時代の祭祀遺跡　大隅半島山ノ口遺跡」
『えとのす』第10号
河�口貞徳　2005　「山ノ口遺跡」『先史・古代の鹿児島　資料編』

第45図　その他地点及び出土地不明遺物実測図②
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21

A
30
40
5

18
「
K
.14
」

煤
付
着

19
8

B地
点

Ⅳ
４
区

砂
鉄
層
上

壺
完
形

21
.3�

7.1
�
38
.5�
ヨ
コ
ナ
デ
後
ミ
ガ
キ
,

ハ
ケ
目
後
ミ
ガ
キ
，

ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
，
ハ
ケ
目

後
指
オ
サ
エ
，
指
ナ

デ

明
赤
褐
�

5Y
R5
/6

赤
褐
�

5Y
R4
/6

△
△

◎
河
口
19
60

5-
9

8-
11

A
30
40
5

7
「
K
.9」
�

「
山
ノ
口
1/
6」

頸
部
と
胴
上
部
の
境
に

6条
・
胴
部
に
4条
の
突

帯
，
穿
孔
あ
り
　

20

9
B地
点

Ⅰ
６
区

砂
鉄
層
上

壺
完
形

18
.3�

6.0
�
39
.2�
ヨ
コ
ナ
デ
，
ミ
ガ
キ

工
具
ナ
デ
後
指
オ
サ

エ
橙
�

5Y
R6
/6

橙
�

5Y
R6
/6

○
△

○
河
口
19
60

5-
5

8-
10

A
30
40
5

4
「
K
.4」

頸
部
と
胴
上
部
の
境
に

7条
・
胴
部
に
4条
の
突

帯
，
暗
紫
ゴ
ラ
付
着
，

穿
孔
あ
り

10
B地
点

Ⅳ
４
区

砂
鉄
層
上

壺
完
形

17
.0 �

5.8
�
37
.1�

ヨ
コ
ナ
デ
,工
具
ナ
デ

後
指
ナ
デ
,ミ
ガ
キ
,

ヨ
コ
ナ
デ
後
ミ
ガ
キ
,

ハ
ケ
目
後
ミ
ガ
キ
,指

オ
サ
エ
,ナ
デ
　

ヨ
コ
ナ
デ
，
ミ
ガ
キ
，

指
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙
�

10
Y
R6
/4

に
ぶ
い
黄
橙
�

10
Y
R5
/4

○
△

○
河
口
19
60

5-
12

8-
9

A
30
40
5

9
「
K
.6」
�

「
山
ノ
口
2/
6」

頸
部
と
胴
上
部
の
境
に

7条
・
胴
部
に
4条
の
突

帯
，
暗
紫
ゴ
ラ
付
着
，

穿
孔
あ
り
　

21

11
B地
点

Ⅳ
２
区

砂
鉄
層
上

壺
完
形

15
.0�

5.7
�
34
.6�
ヨ
コ
ナ
デ
，
ミ
ガ
キ
，

指
オ
サ
エ
，
ナ
デ

工
具
ナ
デ
後
指
オ
サ

エ
に
ぶ
い
黄
橙
�

10
Y
R6
/3

に
ぶ
い
黄
橙
�

10
Y
R
７
/4

○
△

△
○

河
口
19
60

5-
8

8-
12

黎
明
館
所
蔵

12
1

暗
紫
ゴ
ラ
付
着
，
穿
孔

あ
り
　

12
B地
点

Ⅱ
１
�

～
２
区

砂
鉄
層
上

壺
完
形

12
.1�

6.8
�
29
.0�
ヨ
コ
ナ
デ
，
ミ
ガ
キ

後
指
ナ
デ

指
ナ
デ
，
指
オ
サ
エ

褐
�

10
Y
R4
/6

に
ぶ
い
黄
褐
�

10
Y
R5
/4

○
○

○
河
口
19
60

5-
4

8-
13

A
30
30
2

3
「
K
.15
」

穿
孔
あ
り

13
B地
点

Ⅰ
７
区

砂
鉄
層
上

壺
�

（
台
付
�

小
型
壺
）

口
縁
部
～
�

脚
部

7.7
�

－
－

ヨ
コ
ナ
デ
，
ミ
ガ
キ

指
ナ
デ
，
工
具
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
�

2.5
Y
6/
4

に
ぶ
い
黄
�

2.5
Y
6/
4

◎
△

△
河
口
19
60

5-
6

10
-3
0

A
30
30
2

5
「
K
.21
」�

「
B.
2」
　
　
　
　
　
　
　
　
3条
の
突
帯
，
穿
孔
あ

り

14
B地
点

Ⅳ
1区

砂
鉄
層
上

壺
�

（
長
頸
壺
）

完
形

7.6
�

5.5
�
29
.0�
ヨ
コ
ナ
デ
，
工
具
ナ

デ
，
ミ
ガ
キ

ヨ
コ
ナ
デ
，
工
具
ナ

デ
後
指
オ
サ
エ

に
ぶ
い
褐
�

7.5
Y
R5
/4

に
ぶ
い
黄
橙
�

10
Y
R6
/4

○
△

△
河
口
19
60

5-
7

8-
14

A
30
30
5

6
「
K
.17
」

頸
部
下
位
か
ら
胴
部
上

位
に
か
け
て
8条
・
胴

部
に
1条
の
突
帯
，
暗

紫
ゴ
ラ
付
着
，
穿
孔
あ

り

22

40
C地
点

Ⅳ
1�

～
２
区

砂
鉄
層
上

甕
完
形

33
.0 �

6.6
�
31
.9�
ヨ
コ
ナ
デ
，
ミ
ガ
キ
，

ナ
デ

� 指
オ
サ
エ
，
指
ナ
デ

後
ハ
ケ
目
�

明
赤
褐
�

2.5
Y
R5
/6

浅
黄
橙
�

7.5
Y
R8
/4

△
△

河
口
19
62

5-
1

－
A
30
50
5

28
「
K
.23
」

頸
部
に
1条
・
胴
部
に
1

条
の
突
帯
，
穿
孔
あ
り
，

暗
文
あ
り
，
赤
色
顔
料

塗
付

41
C地
点

Ⅳ
１
区

砂
鉄
層
上

甕
完
形

28
.2�

6.2
�
33
.2�
ヨ
コ
ナ
デ
，
工
具
ナ

デ
，
ミ
ガ
キ
，
ナ
デ

工
具
ナ
デ
，
指
オ
サ

エ
に
ぶ
い
橙
�

7.5
Y
R6
/4

に
ぶ
い
黄
橙
�

10
Y
R6
/4

○
△

△
河
口
19
62

5-
2

－
A
30
30
5

29
「
K
.8」
�

「
山
ノ
口
3/
6」

3条
の
突
帯
，
煤
付
着
，

暗
紫
ゴ
ラ
付
着
　

第
５
表
　
山
ノ
口
遺
跡
出
土
土
器
観
察
表
①
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第
６
表
　
山
ノ
口
遺
跡
出
土
土
器
観
察
表
②

挿
図
	

番
号

掲
載
	

番
号

出
土
	

地
点

出
土
区

層
位

器
種

部
位

法
量
（
cm
）

調
整

色
調

胎
土

旧
報
告
番
号

河
口
邸
	

所
蔵
番
号

県
指
定
	

番
号

注
記
等

備
考

口
径

底
径

器
高

外
面

内
面

外
面

内
面

雲
母

石
英
	

長
石

角
閃
石
	

輝
石

白
色
粒
そ
の
他

文
献

挿
図

図
版

27

42
C地
点

Ⅱ
９
区

砂
鉄
層
上

甕
完
形

28
.7 �

8.3
�
32
.0�
ヨ
コ
ナ
デ
，
ハ
ケ
目
，

ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
，
指
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙
�

10
Y
R7
/3

に
ぶ
い
黄
橙
�

10
Y
R7
/4

◎
△

△
◎

河
口
19
62

5-
3

－
黎
明
館
所
蔵

12
5

3条
の
突
帯
，
煤
付
着

43
C地
点

Ⅱ
８
区

砂
鉄
層
上

甕
完
形

24
.9�

7.0
�
27
.4�
ヨ
コ
ナ
デ
，
ハ
ケ

目
，
ハ
ケ
目
後
指
オ

サ
エ
，
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
，
工
具
ナ

デ
後
指
オ
サ
エ
，
工

具
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙
�

10
Y
R7
/4

に
ぶ
い
黄
橙
�

10
Y
R7
/4

○
△

○
河
口
19
62

5-
4

－
A
30
50
5

30
「
K
.19
」

� 4条
の
突
帯
，
煤
付
着
�

44
C地
点

Ⅱ
６
区

砂
鉄
層
上

甕
口
縁
部
～
�

胴
部

（
34
.2）

－
－

ヨ
コ
ナ
デ
，
工
具
ナ

デ
ヨ
コ
ナ
デ
，
工
具
ナ

デ
後
指
オ
サ
エ

橙
�

7.5
Y
R6
/6

に
ぶ
い
橙
�

7.5
Y
R7
/3

○
△

△
小
礫
�

△
－

－
－

A
30
40
2

未
指
定

� 4条
の
突
帯
�

45
C地
点

Ⅰ
４
区

砂
鉄
層
上

壺
�

（
小
型
壺
）

完
形

10
.5 �

5.4
�
17
.4�
ヨ
コ
ナ
デ
，
工
具
ナ

デ
，
ミ
ガ
キ
，
指
オ

サ
エ

ヨ
コ
ナ
デ
，
指
オ
サ

エ
，
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙
�

10
Y
R6
/4

に
ぶ
い
黄
橙
�

10
Y
R6
/4

○
○

○
河
口
19
62

5-
5

－
A
30
50
5

31
「
K
.18
　
I.4
　
N
o2
」

穿
孔
あ
り

28

46
C地
点

Ⅱ
７
区

砂
鉄
層
上

壺
�

（
広
口
壺
）

完
形

35
.2 �

8.0
�
34
.5�
ヨ
コ
ナ
デ
，
ミ
ガ
キ
，

指
オ
サ
エ
後
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ
，
指
オ
サ
エ
，

工
具
ナ
デ
，
指
オ
サ

エ
後
ミ
ガ
キ

に
ぶ
い
橙
�

7.5
Y
R6
/4

に
ぶ
い
褐
�

7.5
Y
R5
/4

○
△

△
河
口
19
62

5-
7

－
A
30
40
5

33
「
K
.10
」

1条
の
突
帯
，
暗
紫
ゴ

ラ
付
着
，
穿
孔
あ
り
，

浮
文
（
3ｺ
組
）
5か
所

47
C地
点

Ⅰ
５
区

砂
鉄
層
上

壺
頸
部
～
�

底
部

－
7.1
�

－
ヨ
コ
ナ
デ
，
工
具
ナ

デ
，
ナ
デ

工
具
ナ
デ
後
指
オ
サ

エ
に
ぶ
い
橙
�

7.5
Y
R6
/4

橙
�

7.5
Y
R6
/6

◎
△

◎
河
口
19
62

5-
6

－
A
30
50
5

32
頸
部
に
3条
・
胴
部
に
3

条
の
突
帯
，
穿
孔
あ
り

30

53
D
地
点

－
砂
鉄
層
上

甕
完
形

23
.8�

7.0
�
23
.8�
ヨ
コ
ナ
デ
，
ハ
ケ
目
，

ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
，
ハ
ケ
目

後
指
オ
サ
エ

に
ぶ
い
褐
�

7.5
Y
R5
/4

に
ぶ
い
褐
�

7.5
Y
R5
/4

〇
〇

△
－

－
－

錦
江
町
所
蔵

13
9

3条
の
突
帯
，
煤
付
着

54
D
地
点
？

－
砂
鉄
層
上

壺
完
形

21
.7�

7.2
�
35
.5�
ヨ
コ
ナ
デ
，
指
オ
サ

エ
，
ミ
ガ
キ

工
具
ナ
デ
後
指
オ
サ

エ
に
ぶ
い
褐
�

7.5
Y
R5
/4

に
ぶ
い
赤
褐
�

5Y
R5
/4

〇
△

〇
〇

－
－

－
錦
江
町
所
蔵

14
0

肩
部
に
3条
・
胴
部
に
2

条
の
突
帯
，
穿
孔
あ
り

55
D
地
点

－
砂
鉄
層
上

壺
完
形

16
.8�

7.0
�
36
.7�
ヨ
コ
ナ
デ
，
ハ
ケ
目

ヨ
コ
ナ
デ
，
指
オ
サ

エ
に
ぶ
い
赤
褐
�

5Y
R5
/4

���
���
���
���
�

◎
△

◎
－

－
－

錦
江
町
所
蔵

14
3

頸
部
に
4条
・
胴
部
に
3

条
の
突
帯

56
D
地
点

－
砂
鉄
層
上

壺
�

（
小
型
壺
）

完
形

11
.0�

7.0
�
19
.6�
ヨ
コ
ナ
デ
，
工
具
ナ

デ
，
ミ
ガ
キ

ケ
ズ
リ

に
ぶ
い
赤
褐
�

5Y
R5
/4

に
ぶ
い
赤
褐
�

5Y
R5
/4

△
〇

◎
河
口
20
02

4-
6

－
錦
江
町
所
蔵

13
8

1条
の
突
帯
，
穿
孔
あ

り

31
57

D
地
点
？

－
砂
鉄
層
上

壺
�

（
大
型
�

　
長
頸

壺
）

口
縁
部
～
�

底
部

－
6.8
�

－
工
具
ナ
デ
，
ヨ
コ
ナ

デ
，
指
ナ
デ
，
ミ
ガ

キ

工
具
ナ
デ
，
指
ナ
デ
，

指
オ
サ
エ

に
ぶ
い
橙
�

7.5
Y
R6
/4

に
ぶ
い
黄
橙
�

10
Y
R6
/4

△
△

◎
－

－
－

錦
江
町
所
蔵

14
4

3条
の
突
帯
，
穿
孔
あ

り

32

58
D
地
点
？

－
砂
鉄
層
上

壺
�

（
広
口
壺
）

完
形

30
.0�

8.7
�
35
.0�
ヨ
コ
ナ
デ
，
工
具
ナ

デ
，
ミ
ガ
キ

ヨ
コ
ナ
デ
，
ミ
ガ
キ
，

指
オ
サ
エ

に
ぶ
い
黄
橙
�

10
Y
R6
/4

に
ぶ
い
褐
�

7.5
Y
R5
/4

〇
◎

◎
－

－
－

錦
江
町
所
蔵

14
1

暗
紫
ゴ
ラ
付
着
，
穿
孔

あ
り

59
D
地
点
？

－
砂
鉄
層
上

壺
完
形

21
.1�

7.4
�
30
.7�
ヨ
コ
ナ
デ
，
工
具
ナ

デ
摩
滅
に
よ
り
不
明

に
ぶ
い
橙
�

7.5
Y
R6
/4

に
ぶ
い
褐
�

7.5
Y
R5
/3

△
□

◎
◎

－
－

－
錦
江
町
所
蔵

14
2

60
D
地
点
？

－
砂
鉄
層
上

高
杯

完
形

18
.0 �

10
.2�

18
.5�
ミ
ガ
キ

指
オ
サ
エ
後
ミ
ガ

キ
，
工
具
ナ
デ
，
ヨ

コ
ナ
デ

橙
�

7.5
Y
R6
/6

橙
�

7.5
Y
R6
/6

○
△

△
－

－
－

錦
江
町
所
蔵

14
6

暗
紫
ゴ
ラ
付
着
，
赤
色

顔
料
塗
付

61
D
地
点

－
砂
鉄
層
上

鉢
�

（
小
型
鉢
）

完
形

9.4
�

3.5
�

7.1
�
工
具
ナ
デ
，
ハ
ケ
目

指
オ
サ
エ
，
指
ナ
デ

に
ぶ
い
赤
褐
�

2.5
Y
R4
/4

に
ぶ
い
赤
褐
�

2.5
Y
R4
/3

△
△

○
河
口
20
02

4-
6

－
錦
江
町
所
蔵

14
5

穿
孔
あ
り
，
赤
色
顔
料

塗
付

36

73
A
地
点

－
砂
鉄
層
下

甕
口
縁
部
～
�

胴
部

（
20
.0）

－
－

ヨ
コ
ナ
デ
後
指
オ
サ

エ
，
ハ
ケ
目
後
指
オ

サ
エ

ヨ
コ
ナ
デ
，
工
具
ナ

デ
後
指
オ
サ
エ
，
指

ナ
デ

に
ぶ
い
褐
�

7.5
Y
R5
/4

に
ぶ
い
褐
�

7.5
Y
R5
/4

○
△

○
河
口
19
60

6-
15

7-
1

A
30
30
2

12
「
昭
.33
.6.
13
　
山
之
口
」
煤
付
着

74
A
地
点

－
砂
鉄
層
下

壺
口
縁
部
～
�

肩
部

13
.4�

－
－

ハ
ケ
目
後
ミ
ガ
キ
，

ナ
デ

ミ
ガ
キ
，
ハ
ケ
目
後

指
ナ
デ
，
指
オ
サ
エ

褐
�

7.5
Y
R4
/4

明
黄
褐
�

10
Y
R6
/6

○
△

△
河
口
19
60

5-
1

7-
2

A
30
30
2

1
「
昭
33
.6.
13
　
山
之
口
」
沈
線
文

75
A
地
点

－
砂
鉄
層
下

壺
�

（
小
型
壺
）

完
形

9.2
�

3.1
�
12
.8�
工
具
ナ
デ
，
指
ナ
デ

工
具
ナ
デ
，
指
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙
�

10
Y
R7
/4

に
ぶ
い
黄
橙
�

10
Y
R6
/4

○
△

○
河
口
19
60

5-
3

10
-3
3

A
30
30
2

2
「
昭
.33
.6.
13
　
坂
」

穿
孔
あ
り
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第
７
表
　
山
ノ
口
遺
跡
出
土
土
器
観
察
表
③

挿
図
	

番
号

掲
載
	

番
号

出
土
	

地
点

出
土
区

層
位

器
種

部
位

法
量
（
cm
）

調
整

色
調

胎
土

旧
報
告
番
号

河
口
邸
	

所
蔵
番
号

県
指
定
	

番
号

注
記
等

備
考

口
径

底
径

器
高

外
面

内
面

外
面

内
面

雲
母

石
英
	

長
石

角
閃
石
	

輝
石

白
色
粒
そ
の
他

文
献

挿
図

図
版

36
76

A
地
点

－
砂
鉄
層
下

鉢
�

（
台
付
鉢
）
口
縁
部
～
�

脚
部

43
.0�

－
－

ヨ
コ
ナ
デ
，
ミ
ガ
キ
，

ハ
ケ
目

ハ
ケ
目
，
ミ
ガ
キ

黒
褐
�

10
Y
R3
/1

黒
褐
�

10
Y
R3
/1

○
△

△
河
口
19
60

6-
16

10
-3
35

A
30
30
2

13
「
K
.11
8」
�

「
昭
.33
.6.
10
　
坂
.福
」

2条
の
突
帯
，
方
形
透

孔
，
黒
色
顔
料
塗
付
，

赤
彩
，
黒
彩

37

77
A
地
点

－
砂
鉄
層
上

甕
口
縁
部
～
�

底
部

（
21
.9）

7.0
�
24
.5�
ヨ
コ
ナ
デ
後
指
オ
サ

エ
，
工
具
ナ
デ
後
指

オ
サ
エ
，
指
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
，
ハ
ケ
目

後
指
オ
サ
エ
，
工
具

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
�

2.5
Y
6/
4

に
ぶ
い
橙
�

7.5
Y
R6
/4

○
○

○
河
口
20
02

2-
9

－
A
30
40
2

37
「
昭
.33
.6.
13
　
山
之
口
　

坂
」

3条
の
突
帯
，
煤
付
着

78
A
地
点

－
砂
鉄
層
上

甕
口
縁
部
～
�

底
部

（
26
.4）

8.0
�
24
.6�

ヨ
コ
ナ
デ
後
指
ナ

デ
，
工
具
ナ
デ
後
ミ

ガ
キ
，
ヨ
コ
ナ
デ
，

指
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
，
指
ナ
デ
，

工
具
ナ
デ

に
ぶ
い
褐
�

7.5
Y
R5
/4

に
ぶ
い
赤
褐
�

5Y
R5
/4

○
○

○
河
口
19
62
�

河
口
20
02

2-
11
�

（
20
02
）

9-
24
�

（
19
62
）

A
30
40
2

27
「
昭
.33
.6.
13
　
山
之
口
　

坂
」

1条
の
突
帯
，
煤
付
着

79
A
地
点

－
砂
鉄
層
上

甕
完
形

22
.0�

7.7
�
21
.8�
ヨ
コ
ナ
デ
後
指
ナ

デ
，
ハ
ケ
目
後
指
ナ

デ
，
ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
後
工
具
ナ

デ
，
ハ
ケ
目
後
指
ナ

デ

に
ぶ
い
黄
橙
�

10
Y
R7
/4

に
ぶ
い
黄
橙
�

10
Y
R7
/4

◎
○

△
河
口
19
62
�

河
口
20
02

2-
10
�

（
20
02
）

9-
23
�

（
19
62
）

A
30
30
2

26
「
昭
33
.6.
13
　
坂
」

1条
の
突
帯
，
煤
付
着
，

暗
紫
ゴ
ラ
付
着

80
A
地
点

－
砂
鉄
層
上

甕
胴
部
～
�

底
部

－
4.1
�

－
ハ
ケ
目
，
指
ナ
デ

工
具
ナ
デ
，
指
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙
�

10
Y
R7
/4

褐
灰
�

10
Y
R4
/1

○
○

○
河
口
19
95

5-
44

－
A
30
40
2

41
「
昭
33
.6.
13
　
山
之
口
　

坂
」

煤
付
着

81
A
地
点

－
砂
鉄
層
上

甕
胴
部
～
�

底
部

－
7.8
�

－
ハ
ケ
目
，
ハ
ケ
目
後

指
ナ
デ
，
指
ナ
デ

指
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙
�

10
Y
R6
/4

褐
灰
�

10
Y
R4
/1

◎
△

○
河
口
19
95

5-
45

－
A
30
40
2

36
「
昭
33
.6.
16
　
山
ノ
口
　

坂
」

煤
付
着
�

38

82
A
地
点

－
砂
鉄
層
上

壺
完
形

13
.9�

5.2
�
24
.5�
ハ
ケ
目
後
ナ
デ
，
指

オ
サ
エ

工
具
ナ
デ
，
指
オ
サ

エ
に
ぶ
い
橙
�

7.5
Y
R6
/4

に
ぶ
い
橙
�

7.5
Y
R6
/4

〇
△

○
河
口
19
62

－
7-
6

A
30
30
2

25
「
K
.20
」

暗
紫
ゴ
ラ
付
着
，
穿
孔

あ
り
，
種
子
圧
痕
あ
り

83
A
地
点

－
砂
鉄
層
上

壺
完
形

16
.7 �

6.4
�
31
.5�
ヨ
コ
ナ
デ
，
指
ナ
デ
，

工
具
ナ
デ
，
ミ
ガ
キ

ヨ
コ
ナ
デ
，
工
具
ナ

デ
後
指
ナ
デ
，
ハ
ケ

目

に
ぶ
い
黄
橙
�

10
Y
R7
/4

に
ぶ
い
黄
橙
�

10
Y
R6
/4

◎
○

○
河
口
19
60

5-
11

7-
8

A
30
30
2

8
暗
紫
ゴ
ラ
付
着
，
穿
孔

あ
り
　

84
A
地
点

－
砂
鉄
層
上

壺
口
縁
部
～
�

底
部

－
4.5
�

－
指
ナ
デ
，
ハ
ケ
目

指
ナ
デ
，
ハ
ケ
目
，

指
オ
サ
エ
，
工
具
ナ

デ

に
ぶ
い
黄
橙
�

10
Y
R6
/4

に
ぶ
い
黄
褐
�

10
Y
R5
/4

○
○

△
－

－
－

A
30
40
2

34
「
昭
和
33
.6.
10
　
山
之

口
　
坂
.福
」

穿
孔
あ
り
，
種
子
圧
痕

あ
り

39

85
A
地
点

－
砂
鉄
層
上

壺
�

（
広
口
壺
）

完
形

30
.5�

7.0
�
30
.9�
ナ
デ
，
ミ
ガ
キ
，
指

オ
サ
エ

ナ
デ
，
ミ
ガ
キ
�

に
ぶ
い
橙
�

7.5
Y
R7
/4

に
ぶ
い
橙
�

7.5
Y
R6
/4

○
△

△
○

河
口
19
60

5-
10

7-
7

黎
明
館
所
蔵

12
2

1条
の
突
帯
，
暗
紫
ゴ

ラ
付
着
，
穿
孔
あ
り
（
2

か
所
）

86
A
地
点

－
砂
鉄
層
上

壺
口
縁
部
～
�

胴
部

18
.0 �

－
－

ヨ
コ
ナ
デ
，
ミ
ガ
キ

ヨ
コ
ナ
デ
，
指
ナ
デ
，

ミ
ガ
キ

に
ぶ
い
褐
�

7.5
Y
R5
/4

に
ぶ
い
褐
�

7.5
Y
R5
/4

◎
△

◎
－

－
－

黎
明
館
所
蔵

12
3
「
昭
和
33
.6.
13
　
山
之

口
　
坂
」

6条
の
突
帯
，
暗
紫
ゴ

ラ
付
着

87
A
地
点

－
砂
鉄
層
上

壺
胴
部
～
�

底
部

－
6.4
�

－
工
具
ナ
デ
，
ミ
ガ
キ

ハ
ケ
目
，
指
オ
サ
エ

に
ぶ
い
褐
�

7.5
Y
R5
/4

に
ぶ
い
褐
�

7.5
Y
R5
/4

◎
△

○
河
口
19
95

5-
41

－
A
30
40
2

39

「
昭
和
33
.6.
13
　
山
之

口
海
岸
　
坂
元
」�

「
昭
三
三
.六
.十
三
　
山

之
口
　
坂
」

�

88
A
地
点

－
砂
鉄
層
上

壺
（
無
頸
壺
）

完
形

13
.8 �

5.2
�
12
.2�

� ヨ
コ
ナ
デ
，
ハ
ケ
目

後
指
ナ
デ
�

工
具
ナ
デ
後
指
オ
サ

エ
に
ぶ
い
黄
橙
�

10
Y
R7
/4

に
ぶ
い
黄
橙
�

10
Y
R6
/4

○
○

○
河
口
19
60

6-
28

9-
27

A
30
40
2

22
「
K
.12
」

穿
孔
あ
り

89
A
地
点

－
砂
鉄
層
上

鉢
口
縁
部
～
�

底
部

（
25
.6）

6.1
�
19
.1�
ヨ
コ
ナ
デ
後
指
オ
サ

エ
，
ハ
ケ
目
，
ハ
ケ

目
後
指
オ
サ
エ

ハ
ケ
目
後
指
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙
�

10
Y
R6
/4

に
ぶ
い
黄
橙
�

10
Y
R6
/4

◎
○

◎
河
口
19
60

6-
29

9-
28

A
30
30
2

23
「
昭
33
.6.
13
　
山
ノ
口
　

坂
」

� �

90
A
地
点

－
砂
鉄
層
上

鉢
口
縁
部
～
�

底
部

（
25
.0）

6.2
�
21
.1�
ヨ
コ
ナ
デ
，
ハ
ケ
目
，

ハ
ケ
目
後
指
オ
サ
エ

ハ
ケ
目
後
指
オ
サ

エ
，
工
具
ナ
デ
後
指

オ
サ
エ

に
ぶ
い
橙
�

7.5
Y
R6
/4

に
ぶ
い
橙
�

7.5
Y
R6
/4

○
○

○
－

－
－

A
30
40
2

35
「
昭
.33
.6.
13
　
山
之
口
　

坂
」

� � 煤
付
着
�

�
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第
８
表
　
山
ノ
口
遺
跡
出
土
土
器
観
察
表
④

挿
図
	

番
号

掲
載
	

番
号

出
土
	

地
点

出
土
区

層
位

器
種

部
位

法
量
（
cm
）

調
整

色
調

胎
土

旧
報
告
番
号

河
口
邸
	

所
蔵
番
号

県
指
定
	

番
号

注
記
等

備
考

口
径

底
径

器
高

外
面

内
面

外
面

内
面

雲
母

石
英
	

長
石

角
閃
石
	

輝
石

白
色
粒
そ
の
他

文
献

挿
図

図
版

39
91

A
地
点

－
砂
鉄
層
上

鉢
�

（
小
型
鉢
）

完
形

12
.5�

5.0
�
13
.4�
ヨ
コ
ナ
デ
，
工
具
ナ

デ
，
指
ナ
デ
，
指
オ

サ
エ

ハ
ケ
目
後
指
ナ
デ
，

指
オ
サ
エ

に
ぶ
い
黄
橙
�

10
Y
R7
/4

に
ぶ
い
黄
橙
�

10
Y
R6
/4

◎
△

○
河
口
19
60

6-
13

10
-3
4

A
30
30
2

10

「
大
根
占
町
山
ノ
口
　

水
田
地
下
三
尺
ノ
砂

丘
層
ヨ
リ
出
土
　
S

三
三
.八
.二
八
」

煤
付
着

40

92
A
地
点

－
砂
鉄
層
上

鉢
�

（
台
付
鉢
）

完
形

（
26
.4）

18
.6�

28
.7�
ヨ
コ
ナ
デ
，
ハ
ケ
目
，

工
具
ナ
デ
後
ミ
ガ
キ

ヨ
コ
ナ
デ
，
ハ
ケ
目
，

工
具
ナ
デ
，
指
ナ
デ
，

ミ
ガ
キ

に
ぶ
い
黄
橙
�

10
Y
R7
/4

に
ぶ
い
橙
�

7.5
Y
R6
/4

○
○

○
河
口
19
60

6-
17

10
-3
1

A
30
30
2

14
「
K
.1」

口
縁
部
下
に
3条
・
脚

台
部
上
位
に
1条
・
脚

端
部
に
1条
の
突
帯
，

穿
孔
あ
り
，
沈
線
文
あ

り

93
A
地
点

－
砂
鉄
層
上

鉢
�

（
台
付
鉢
）

脚
台
部

－
14
.7�

－
ミ
ガ
キ
，
ヨ
コ
ナ
デ
，

指
オ
サ
エ

工
具
ナ
デ
，
指
ナ
デ
，

ミ
ガ
キ

に
ぶ
い
黄
橙
�

10
Y
R7
/4

に
ぶ
い
黄
橙
�

10
Y
R7
/2

△
○

○
河
口
19
60

6-
27

7-
5

A
30
40
2

21
脚
台
部
上
位
に
1条
・

脚
端
部
上
位
に
1条
の

突
帯

94
A
地
点

－
砂
鉄
層
上

鉢
�

（
小
型
台

付
鉢
）

完
形

9.7
�

6.8
�
10
.8�

� ヨ
コ
ナ
デ
後
指
オ
サ

エ
，
ミ
ガ
キ
�

工
具
ナ
デ
後
指
オ
サ

エ
に
ぶ
い
褐
�

7.5
Y
R5
/4

に
ぶ
い
褐
�

7.5
Y
R5
/4

◎
○

○
河
口
19
60

6-
14

10
-3
2

A
30
30
2

11
「
K
.11
」

2条
の
突
帯

95
A
地
点

－
砂
鉄
層
上

高
杯

脚
部

－
－

－
ミ
ガ
キ
？
（
摩
滅
が

激
し
い
）

シ
ボ
リ
後
指
ナ
デ

に
ぶ
い
橙
�

7.5
Y
R7
/4

に
ぶ
い
黄
橙
�

10
Y
R7
/4

△
△

△
小
礫
�

◎
河
口
20
02

2-
14

－
A
30
30
2

38
「
昭
33
.6.
13
　
山
之
口
　

坂
」

1条
の
突
帯

96
A
地
点

－
砂
鉄
層
上

�
ジ
ョ
ッ
キ

形
土
器
�

完
形

（
10
.1）

7.8
�
21
.4�
ミ
ガ
キ

指
ナ
デ
，
指
オ
サ
エ
，

工
具
ナ
デ

に
ぶ
い
赤
褐
�

2.5
Y
R5
/4

に
ぶ
い
黄
橙
�

10
Y
R6
/4

○
○

△
河
口
19
60

6-
20

9-
26

A
30
30
2

15

「
K
.24
」�

「
山
ノ
口
6/
6」
�

「
昭
三
三
.六
.一
三
　
山

之
口
　
坂
」

赤
色
顔
料
塗
付

44

10
3

A
'地
点

－
砂
鉄
層
上

高
杯

口
縁
部
～
�

底
部

（
25
.6）

15
.6�

20
.3�
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ
，
シ
ボ
リ
後

指
ナ
デ
，
工
具
ナ
デ

後
指
ナ
デ
，
指
オ
サ

エ

赤
�

10
R4
/6

赤
�

10
R4
/8

△
○

○
△

河
口
19
60

6-
30

10
-2
9

A
30
30
5

24
1条
の
突
帯
，
赤
色
顔

料
塗
付

10
5

東
水
田

－
不
明

鉢
完
形

18
.7�

5.0
�
11
.7�
ナ
デ
，
指
オ
サ
エ

ナ
デ

浅
黄
�

2.5
Y
7/
4

に
ぶ
い
橙
�

7.5
Y
R6
/4

△
△

△
－

－
－

A
30
50
1

未
指
定
「
山
ノ
口
.東
.水
田
入
口

共
伴
」

� 赤
色
顔
料
付
着
，
種
子

圧
痕
あ
り
�

10
6

東
水
田

－
不
明

ミ
ニ
チ
ュ

ア
土
器

完
形

7.6
�

2.2
�

7.0
�
指
ナ
デ
，
指
オ
サ
エ
，

工
具
ナ
デ

指
ナ
デ
，
指
オ
サ
エ

に
ぶ
い
黄
橙
�

10
Y
R6
/4

に
ぶ
い
橙
�

7.5
Y
R6
/4

□
○

○
△

－
－

－
A
30
50
1

未
指
定
「
山
ノ
口
　
東
　
水
田
」
1条
の
突
帯

10
7

不
明

－
不
明

甕
口
縁
部

（
24
.6）

－
－

ヨ
コ
ナ
デ
，
指
ナ
デ

後
指
オ
サ
エ

ヨ
コ
ナ
デ
，
指
ナ
デ

後
指
オ
サ
エ

に
ぶ
い
褐
�

7.5
Y
R5
/4

に
ぶ
い
褐
�

7.5
Y
R5
/3

◎
△

○
－

－
－

A
30
30
2

未
指
定
「
山
ノ
口
」

刻
目
突
帯
，
煤
付
着

10
8

不
明

－
不
明

甕
口
縁
部
～
�

胴
部

（
14
.6）

－
－

ヨ
コ
ナ
デ
，
指
オ
サ

エ
，
工
具
ナ
デ
，
指

ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
，
指
オ
サ

エ
，
工
具
ナ
デ
，
指

ナ
デ
，

に
ぶ
い
黄
橙
�

10
Y
R6
/4

に
ぶ
い
黄
橙
�

10
Y
R6
/4

□
○

△
－

－
－

A
30
40
2

42
「
山
口
」

10
9

不
明

－
不
明

甕
胴
部
～
�

底
部

－
7.0
�

－
工
具
ナ
デ
，
工
具
ナ

デ
後
指
オ
サ
エ

工
具
ナ
デ
後
指
オ
サ

エ
に
ぶ
い
橙
�

7.5
Y
R6
/4

に
ぶ
い
褐
�

7.5
Y
R5
/4

○
△

○
河
口
19
95

5-
47

－
A
30
30
2

40
「
山
ノ
口
」

煤
付
着

11
0

不
明

－
不
明

壺
口
縁
部

－
－

－
ヨ
コ
ナ
デ
，
工
具
ナ

デ
後
ミ
ガ
キ

工
具
ナ
デ

に
ぶ
い
褐
�

7.5
Y
R4
/3

に
ぶ
い
橙
�

7.5
Y
R6
/4

◎
△

○
－

－
－

A
30
30
2

未
指
定
「
山
口
　
N
o.
４
」

46

11
4

不
明

－
不
明

甕
完
形

28
.7�

7.2
�
32
.0�
工
具
ナ
デ
，
指
ナ
デ

工
具
ナ
デ
，
指
ナ
デ

に
ぶ
い
橙
�

7.5
Y
R6
/4

に
ぶ
い
橙
�

7.5
Y
R6
/4

◎
□

△
△

－
－

－
A
30
30
5

未
指
定

3条
の
突
帯
，
煤
付
着

11
5

不
明

－
不
明

甕
口
縁
部
～
�

胴
部

（
18
.4）

－
－

ハ
ケ
目
後
工
具
ナ

デ
，
指
ナ
デ

ハ
ケ
目
後
指
ナ
デ
，

指
ナ
デ
，
指
オ
サ
エ
,

工
具
ナ
デ

に
ぶ
い
橙
�

7.5
Y
R6
/4

に
ぶ
い
橙
�

7.5
Y
R6
/4

◎
△

△
○

－
－

－
A
30
40
2

未
指
定

煤
付
着

11
6

不
明

－
不
明

壺
�

（
広
口
壺
）

口
縁
部

33
.8�

－
－

ヨ
コ
ナ
デ
，
指
ナ
デ

後
指
オ
サ
エ

指
ナ
デ

に
ぶ
い
褐
�

7.5
Y
R5
/4

褐
�

10
Y
R4
/4

△
△

○
－

－
－

A
30
40
2

未
指
定

暗
紫
ゴ
ラ
付
着

11
7

不
明

－
不
明

壺
胴
部
～
�

底
部

－
7.2
�

－
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
，
工
具

ナ
デ

ケ
ズ
リ
，
ヘ
ラ
ナ
デ
，

指
ナ
デ
，
指
オ
サ
エ

浅
黄
橙
�

7.5
Y
R8
/4

褐
灰
�

10
Y
R4
/1

○
□

△
○

－
－

－
A
30
40
2

未
指
定

1条
の
突
帯
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第
９
表
　
山
ノ
口
遺
跡
出
土
石
器
・
石
製
品
計
測
表
①

挿
図
	

番
号

掲
載
	

番
号

出
土
	

地
点

出
土
	

ト
レ
ン
チ

層
位
	

遺
構
名

器
種

石
材

法
量
（
重
量
は
ｇ
、
重
量
以
外
は
cm
）

旧
報
告
掲
載
番
号

河
口
邸
	

所
蔵
番
号

県
指
定
	

番
号

注
記
等

備
考

最
大
長

最
大
幅

最
大
厚

重
量

文
献

挿
図

図
版

22

15
B地
点

Ⅰ
６
～
�

Ⅲ
１
区

砂
鉄
層

磨
製
石
鏃

粘
板
岩

（
6.1
）

（
2.6
）

0.3
5

4.7
6

河
口
19
60

7-
7

12
-C

A
10
27
06

49
�
「
弥
生
時
代
N
o.
７
」�

「
山
ノ
口
Ⅰ
ｔ
６
区
　
Ⅲ
ｔ
１
区
」

16
B地
点

Ⅰ
６
～
�

Ⅲ
１
区

砂
鉄
層

磨
製
石
鏃

粘
板
岩

（
5.3
）

（
2.7
）

0.3
8

4.3
7

河
口
19
60

7-
6

12
-C

A
10
27
06

48
�
「
弥
生
時
代
N
o.
６
」�

「
山
ノ
口
Ⅰ
ｔ
６
区
～
Ⅲ
ｔ
１
区
」

17
B地
点

Ⅰ
６
～
�

Ⅲ
１
区

砂
鉄
層

磨
製
石
鏃

粘
板
岩
（
5.1
5）

（
2.6
5）

0.3
3.9
2

河
口
19
60

7-
9

12
-C

A
10
27
06

51
�
「
弥
生
時
代
N
o.
９
」 �

「
Ⅰ
６
～
Ⅲ
1」

18
B地
点

Ⅰ
６
～
�

Ⅲ
１
区

砂
鉄
層

磨
製
石
鏃

粘
板
岩

（
4.1
）

（
3.0
）

0.3
3

5.2
4

河
口
19
60

12
-C

A
10
27
06

55
�
「
弥
生
時
代
N
o.
１
土
器
側
」�

「
Ⅰ
ｔ
６
区
～
Ⅲ
ｔ
１
区
」

19
B地
点

Ⅲ
４
区

砂
鉄
層

磨
製
石
鏃

粘
板
岩
（
4.5
5）

（
2.4
）

0.3
2.8
2

河
口
19
60

7-
8

12
-C

A
10
27
06

50
�
「
弥
生
時
代
N
o.
８
」�

「
Ⅲ
ｔ
４
区
」

20
B地
点

Ⅳ
４
区

砂
鉄
層

磨
製
石
鏃

頁
岩

（
6.1
）
（
3.2
5）

0.3
5

7.3
1

河
口
19
60

7-
3

12
-B

A
10
27
06

45
�
「
山
ノ
口
」

21
B地
点

Ⅳ
４
区

砂
鉄
層

磨
製
石
鏃

粘
板
岩
（
5.2
5）

（
2.3
）

0.4
4.3
5

河
口
19
60

7-
5

12
-B

A
10
27
06

47
�
「
弥
生
時
代
N
o.
５
」�

「
Ⅳ
ｔ
４
区
」

22
B地
点

Ⅳ
４
区

砂
鉄
層

磨
製
石
鏃

粘
板
岩

（
4.7
）
（
2.6
5）

0.3
8

3.8
6

河
口
19
60

7-
2

12
-B

A
10
27
06

44
�
「
弥
生
時
代
N
o.
３
」�

「
Ⅳ
ｔ
４
区
」

23
B地
点

Ⅳ
４
区

砂
鉄
層

磨
製
石
鏃

粘
板
岩
（
4.5
5）

（
2.3
5）

0.3
3

3.3
0

河
口
19
60

7-
4

12
-B

A
10
27
06

46
�

24
B地
点

Ⅳ
４
区

砂
鉄
層

磨
製
石
鏃

粘
板
岩

（
3.0
）
（
1.7
5）

0.2
7

1.5
5

河
口
19
60

7-
1

12
-B

A
10
27
06

43
�
「
出
土
地
大
根
占
町
山
ノ
口
　
月
日
昭
33
．
12
．
25
�

　
地
層
Ⅳ
t4
層
　
弥
生
時
代
N
O
．
1」

25
B地
点

Ⅳ
４
区

砂
鉄
層

磨
製
石
鏃

頁
岩

（
4.1
）
（
2.5
5）

0.2
5

2.5
0

－
－

－
A
10
27
06

52
�
「
弥
生
時
代
N
o.
２
」 �

「
Ⅳ
ｔ
4区
」

23

26
B地
点

Ⅰ
10
区

砂
鉄
層

軽
石
製
品

軽
石

4.6
2.5

1.4
5

2.8
3

河
口
19
60

7-
B

11
-D

A
10
27
06

59
�

勾
玉

27
B地
点

Ⅲ
４
区

砂
鉄
層

軽
石
製
品

軽
石

6.0
5

2.9
5

1.9
5.0
6

河
口
19
60

7-
C

11
-D

A
10
27
06

56
�

勾
玉

28
B地
点

Ⅰ
８
区

砂
鉄
層

軽
石
製
品

軽
石

6.0
5

3.5
1.5
5

5.7
8

河
口
19
60

7-
A

11
-D

A
10
27
06

58
�

勾
玉

29
B地
点

Ⅲ
１
区

不
明

軽
石
製
品

軽
石

3.4
2.2

1.0
5

2.2
5

－
－

－
A
10
13
05

未
指
定
「
山
ノ
口
　
Ⅲ
ト
レ
　
Ⅰ
区
」

勾
玉
様

30
B地
点

Ⅲ
２
区

不
明

軽
石
製
品

軽
石

14
.8

9.0
6.4

18
7

－
－

－
A
30
30
5

66
�
「
山
口
Ⅲ
２
」

線
刻
礫

31
B地
点

Ⅲ
３
区

不
明

軽
石
製
品

軽
石

25
.3

13
.0

5.8
52
2

－
－

－
A
30
30
5

67
�
「
山
口
Ⅲ
３
」

線
刻
礫

24

32
B地
点

Ⅱ
４
区

不
明

軽
石
製
品

軽
石

16
.7

15
.05

6.7
31
1

－
－

－
A
11
71
05

72
�
「
山
口
Ⅱ
４
」

33
B地
点

Ⅲ
？
区

不
明

軽
石
製
品

軽
石

17
.15

11
.8

8.8
40
2

－
－

－
A
11
71
05

71
�
「
山
口
Ⅲ
□
」

暗
紫
ゴ
ラ
付
着

34
B地
点

Ⅲ
４
区

不
明

軽
石
製
品

軽
石

18
.6

11
.0

5.7
5

22
2

－
－

－
A
11
71
05

80
�
「
山
口
Ⅲ
４
」

暗
紫
ゴ
ラ
付
着

35
B地
点

Ⅱ
２
区

不
明

軽
石
製
品

軽
石

10
.0

8.4
5

5.3
11
1

－
－

－
A
11
71
05

75
�
「
山
口
Ⅱ
２
」

暗
紫
ゴ
ラ
付
着

25

36
B地
点

Ⅳ
２
区

不
明

軽
石
製
品

軽
石

17
.65

12
.6

10
.65

62
8

－
－

－
A
11
71
05

79
�
「
山
口
Ⅳ
２
」

37
B地
点

Ⅱ
２
区

不
明

軽
石
製
品

軽
石

23
.05

15
.1

7.1
58
3

－
－

－
A
11
71
05

73
�
「
山
口
Ⅱ
４
」

38
B地
点

Ⅳ
４
区

不
明

軽
石
製
品

軽
石

11
.7

7.7
3.6
5

63
.5

－
－

－
A
11
71
05

78
�
「
山
口
Ⅳ
４
」

暗
紫
ゴ
ラ
付
着

39
B地
点

Ⅳ
３
区

不
明

軽
石
製
品

軽
石

13
.1

10
.1

4.2
5

11
3

－
－

－
A
11
71
05

76
�
「
山
口
Ⅳ
３
」

28
48

C地
点

Ⅱ
８
区

不
明

磨
製
石
鏃

粘
板
岩
（
5.5
5）

（
2.8
5）

0.3
4.6
9

－
－

－
A
10
27
06

54
�
「
山
ノ
口
Ⅱ
９
」�

「
大
根
占
山
ノ
口
」

49
C地
点
？

Ⅱ
９
区
？

不
明

磨
製
石
鏃

粘
板
岩

2.9
1.9

0.2
7

1.3
1

－
－

－
A
10
27
06

53
�
「
山
ノ
口
Ⅱ
9　
石
鏃
」
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第
1
0
表
　
山
ノ
口
遺
跡
出
土
石
器
・
石
製
品
計
測
表
②

挿
図
	

番
号

掲
載
	

番
号

出
土
	

地
点

出
土
	

ト
レ
ン
チ

層
位
	

遺
構
名

器
種

石
材

法
量
（
重
量
は
ｇ
、
重
量
以
外
は
cm
）

旧
報
告
掲
載
番
号

河
口
邸
	

所
蔵
番
号

県
指
定
	

番
号

注
記
等

備
考

最
大
長

最
大
幅

最
大
厚

重
量

文
献

挿
図

図
版

29

50
C地
点

Ⅱ
９
区

不
明

軽
石
製
品

軽
石

34
.8

24
.15

19
.0

33
22

河
口
19
88

－
28

A
10
52
02

64
�
「
山
ノ
口
　
軽
石
陰
石
」

陰
石
若
し
く
は
容
器
か

51
C地
点

Ⅱ
６
区

不
明

軽
石
製
品

軽
石

5.8
5

3.3
5

2.5
7.2
3

－
－

－
A
10
27
06

57
�
「
山
ノ
口
　
Ⅱ
６
区
�勾
玉
　
北
中
部
」

勾
玉

52
C地
点

Ⅱ
８
区

不
明

軽
石
製
品

軽
石

8.1
2.9
5

29
17

－
－

－
A
10
27
06

68
�
「
山
ノ
口
Ⅱ
８
」

33
62

D
地
点

－
不
明

軽
石
製
品

軽
石

15
.4

10
.2

6.9
23
8

－
－

－
錦
江
町
�

所
蔵

13
6�

34

63
D
地
点
？

－
不
明

軽
石
製
品

軽
石

8.7
4.7

2.6
20

－
－

－
錦
江
町
�

所
蔵

12
6�

64
D
地
点
？

－
不
明

軽
石
製
品

軽
石

8.7
4.8

2.6
22

－
－

－
錦
江
町
�

所
蔵

12
9�

65
D
地
点
？

－
不
明

軽
石
製
品

軽
石

9.6
5.2

2.5
38

－
－

－
錦
江
町
�

所
蔵

12
8�

66
D
地
点
？

－
不
明

軽
石
製
品

軽
石

（
25
.4）

（
27
.5）

12
.5

14
70

－
－

－
錦
江
町
�

所
蔵

13
5�

陰
石
若
し
く
は
容
器
か

67
D
地
点
？

－
不
明

軽
石
製
品

軽
石

13
.4

9.5
5.1

13
8

－
－

－
錦
江
町
�

所
蔵

13
0�

陰
石
若
し
く
は
容
器
か

35

68
D
地
点
？

－
不
明

軽
石
製
品

軽
石

30
.5

17
.3

9.5
99
4

－
－

－
錦
江
町
�

所
蔵

13
4 �

69
D
地
点
？

－
不
明

軽
石
製
品

軽
石

27
.8

14
.5

10
.4

12
34

－
－

－
錦
江
町
�

所
蔵

13
3 �

70
D
地
点
？

－
不
明

軽
石
製
品

軽
石

（
30
.5）

（
9.6
）

8.6
58
2

－
－

－
錦
江
町
�

所
蔵

13
2 �

71
D
地
点
？

－
不
明

軽
石
製
品

軽
石

10
.8

11
.5

6.0
16
4

－
－

－
錦
江
町
�

所
蔵

13
1 �

72
D
地
点
？

－
不
明

軽
石
製
品

軽
石

4.0
4.2

3.0
14

－
－

－
錦
江
町
�

所
蔵

12
7 �

41
97

A
地
点

－
不
明

打
製
土
掘
具

頁
岩

21
.65

9.2
5

1.5
27
5.5

河
口
19
60

－
12
-A

A
10
14
24

70
�
「
山
ノ
口
」

98
A
地
点

－
不
明

軽
石
製
品

軽
石

26
.4

14
.65

9.7
5

75
2.5

河
口
19
60

－
11
-A

A
30
30
5

62
�
「
昭
33
.6　
山
之
口
」

岩
偶

42
99

A
地
点

－
不
明

軽
石
製
品

軽
石

35
.8

17
.8

10
.6

11
44

河
口
19
60

－
11
-B

A
10
45
03

61
�

岩
偶

43

10
0

A
地
点

－
不
明

軽
石
製
品

軽
石

39
.9

23
.7

13
.4

34
18

－
－

－
A
10
47
01

63
�
「
昭
.33
.6.
13
　
山
之
口
海
岸
」�

「
山
ノ
口
　
軽
石
　
陽
石
」

陽
石
若
し
く
は
家
形
か

10
1

A
地
点

－
不
明

軽
石
製
品

軽
石

21
.35

15
.4

7.6
5

87
2

河
口
19
95

８
グ
ラ
ビ
ア

１
A
30
30
5

65
�

家
形

10
2

A
又
は
�

B地
点

－
不
明

軽
石
製
品

軽
石

3.2
5

1.6
1.6

1.9
7

河
口
19
60

－
11
-D

A
10
27
06

60
�

44
10
4
S3
6砂
鉄
�

採
掘
地
点

－
不
明

軽
石
製
品

軽
石

6.7
5

3.7
5

2.5
5

11
.3

－
－

－
不
明

未
指
定

勾
玉
様

45

11
1

不
明

－
不
明

軽
石
製
品

軽
石

13
.8

8.5
2.9
5

74
.5

－
－

－
A
11
71
05

74
�
「
山
口
□
□
」

暗
紫
ゴ
ラ
付
着

11
2

不
明

－
不
明

軽
石
製
品

軽
石

10
.7

8.3
5

4.7
87

－
－

－
A
11
71
05

77
�
「
山
口
□
□
」

暗
紫
ゴ
ラ
付
着

11
3

不
明

－
不
明

軽
石
製
品

軽
石

17
.0

16
.7

10
.55

90
6

－
－

－
A
11
81
05

69
�
「
山
口
」

46
11
8

不
明

－
不
明

剥
片

頁
岩

13
.85

8.5
2.4

15
1.8

－
－

－
不
明

未
指
定
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第１節　山ノ口遺跡に関する研究史
　遺跡や検出された遺構の性格については，報告者であ
る河口貞徳氏をはじめ複数の研究者から複数の見解が示
されている。本節では，これらの研究について概観して
いきたい。
１　農耕祭祀説
　河口氏は，第１次調査の報告で，遺構の性質に関係の
ある事項として以下の６点を挙げている。「１．遺跡の
位置が大根占の沖積低地の水田地帯及び，その西側に細
長く延びる集落地帯の南端で山地が海岸にせまり，平地
がせまくなった所である。２．遺構の構造が環状配石の
内部には，なにもなく，その外部に土器等の遺物が配置
され，またこれらを取りまいて，焚火の跡をとどめてい
ることである。３．遺物出土層は新鮮な砂層で，生活址
らしい有機物の堆積がみられない。４．土器のうち壺形
土器のみは，全て故意に孔をあけてある。５．遺構成立
後，相当長期にわたって時日を経過しているにもかゝわ
らず，遺構があらされずに保存されていたのは，立ち入っ
てはならない様な制約があったものと思われる。６．軽
石製の曲玉，軽石礫に刻目や穴を設けたもの等を配置し
ている。」。そして，これらを総合的に考え，「遺構は農
耕儀礼などの祭事が行われた場所で，当時の砂浜上に集
落の共同の祭祀が行われた遺跡ではないか」と結論づけ
ている（河口1960）。また，第１次調査の報告が翌年に
もなされているが，河口氏はこの報告の中で遺構の性質
に関係のある事項として上記６点を挙げ，さらに類例を
加え，遺構の性格について検討した。まず，壺形土器に
孔を穿った一例として，指宿市山川の成川遺跡弥生時代
の墓葬を挙げ，「壺形土器に孔をあけたものが祭葬に関
係があることは一般考えられているところである。」と
している。また，人為的に埋設された土器が数個まとまっ
て発見された例として群馬県上久保弥生時代遺跡を挙
げ，報告者が遺跡の性格について祭祀遺跡として思考し
たいとしていることを付記している。これらから遺構の
性格について「弥生時代集落の共同の祭祀が行われた遺
構」としており，「農耕儀礼などの祭事」と具体化して
いないことが違いとして挙げられる（河口1961）。しかし，
河口氏が第２・３次調査の報告を行った際は，遺跡の性
格についてはやはり「農耕に関する祭祀の行われた遺跡
ではないか」としている（河口1962）。
　その後も，河口氏は山ノ口遺跡を紹介する中で，遺跡
や遺構の性格について触れている。1970年代以降の河口
氏の研究では，縄文時代後晩期に南九州において発展し
た性器信仰が農耕文化と結びついて，山ノ口遺跡におけ
る祭祀になったことを新たに指摘している（河口1978・
1988）。この点に加え，山ノ口遺跡や検出された遺構の

性格を「農耕儀礼などの祭事」と限定せず，「共同祭祀
のあと」という表現にとどめている（河口1978・1988・
2005など）ことが注目される。ただし，河口氏が意識的
に「共同祭祀のあと」という表現にとどめているかどう
かは定かではない。
　金関恕氏は，『魏書』東夷伝の農耕祭祀の記事にある
鬼神（祖霊神）を祀る祭場「蘇塗」の中心に置かれてい
た祖霊像にあたるものとして山ノ口遺跡出土の男女一対
の軽石製品を一例として挙げている（金関1986）。つまり，
金関氏は河口氏同様，山ノ口遺跡を農耕祭祀が行われた
遺跡として，位置付けているといえよう。

２　墓地説
　このように「農耕祭祀」「祭祀遺跡」としての評価が
なされてきた山ノ口遺跡だが，遺跡の性格を「墓地」と
考える研究者もいる。中園聡氏は，環状配石に立石が伴
うことや壺の胴部に焼成前穿孔を施したものが目立つ点
から，西日本各地の墓地との類似性を指摘している。そ
して，環状配石を円形周溝墓と考え，環状配石を構成す
る軽石やその周囲で出土した土器を周溝の中に落ち込ん
だものとした。環状配石の中心にあったであろう墓壙は，
砂地に掘り込まれた遺構であるため，当時の発掘技術等
から検出されなかったことは無理からぬこととした。ま
た，同時期の円形周溝墓が検出された志布志市松山町京
ノ峯遺跡や立石を伴う墓地の可能性が高い成川遺跡，枕
崎市松ノ尾遺跡を類例として挙げた（中園2004b）。
　長野眞一氏は，蘇塗に関わる鳥杵や木彫像は，村や寺
院の入り口に祭られたとされることを山ノ口遺跡の出土
状況から充分に説明できているとは思えないとし，農耕
祭祀説を否定した。一方，墓地の可能性を裏付けるもの
として，配石遺構とそれに伴う立石の存在，規則的な土
器の設置や穿孔慣習，磨製石鏃の埋納，軽石製岩偶や石
棒，陰石等の配置，送り火とみられる焚火跡の存在等を
挙げている。また，穿孔事例として成川遺跡や松ノ尾遺
跡のほか，薩摩川内市下甑町の大原宮園遺跡，指宿市南
摺ヶ浜遺跡，南さつま市金峰町中津野遺跡を挙げ，当時
の普遍化した葬送儀礼とした。さらに墳墓祭祀遺跡とさ
れる大分県大分市浜遺跡を類例として挙げたうえで，山
ノ口遺跡を「集団墓地」「立石墓」とした（長野2017）。
　このように近年，山ノ口遺跡を墓地と指摘する意見も
あるが，本田道輝氏のように当時作成された地層図から
その可能性は低いとする研究者もおり（本田2015），未
だ定説をみていないといえよう。

第Ⅳ章　山ノ口遺跡の再評価
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第２節	山ノ口式土器の研究史（第11表）
　山ノ口遺跡は，南九州を代表する弥生時代中期後半の
土器型式の標式遺跡としても著名である。そこで，本節
では，型式設定から今日までの山ノ口式土器を巡る研究
動向について，山ノ口遺跡の調査・報告者である河口貞
徳氏を中心に研究が進んだ段階（1960年～1981年）とそ
れ以降の段階（1982年以降）に大別してみていき，現段
階の位置づけについて整理していくこととする。
１　1960年～1981年の研究
　山ノ口式土器は，山ノ口遺跡第１次調査の報告の中で
初めて型式設定された。調査・報告した河口氏は，Ａ地
点（砂鉄採掘地点），Ｂ地点（第１次調査地点）出土の
土器を二つの型式に分け，Ａ地点下層の土器を山ノ口
一式，Ａ地点上層及びＢ地点の土器を山ノ口二式とし，
北部九州の土器との比較から，前者を弥生前期の終わ
りごろ，後者を弥生中期に位置付けている（河口1960・
1964）。第２次調査（Ｃ地点）では，Ｂ地点の土器と同
一型式の土器と城ノ越Ⅳ式（須玖式）との供出関係がみ
えたことで，弥生時代中期後半と時期幅を狭めている
（河口1962）。また，同年に刊行された『弥生式土器集成』
の中で，南九州（鹿児島県域）の弥生土器について第Ⅰ
～第Ⅴの５様式に大別し，編年を提示した河口氏は，「第
Ⅳ様式の土器のうち，山ノ口遺跡から出土したものを山
ノ口式土器と呼ぶことにしたい」とし，改めて型式設定
を行っている（河口1968）。ここで提示された山ノ口式
土器とは，第１次調査の報告で河口氏が山ノ口二式とし
た土器である。この段階で初めて山ノ口二式のみが山ノ
口式土器として，再設定されたといえる。しかしながら，
第２次調査で供出関係がみえたとしていた山ノ口遺跡出
土の須玖式土器を第Ⅲ様式に位置付けるなどの矛盾点も
生じている。
　河口氏以外の研究者からも九州の弥生文化を説明する
中で一部検討が行われている。森貞次郎氏は，山ノ口式
土器を後期前半として位置付け，「主として大隅・薩摩
に分布するきわめて特徴的な土器様式」としている（森
1966）。河口氏が山ノ口式土器を中期後半に位置付けた
のに対し，森氏が後期前半に位置付けた点が大きな相違
点である。鏡山猛・乙益重隆両氏は，山ノ口式土器を中
期後半の所産としながら，「南部九州における後期の土
器は，山ノ口式（第３様式）の期間が長くつづき，次の
一の宮式（第４様式）は短期間に終った」とする森氏の
説を一部肯定するような記述を行っている点が注目され
る（鏡山・乙益1969）。
　その後河口・出口浩両氏は，従来の編年の空白を埋め
る新たな資料が追加されたことにより，改めて南九州の
弥生土器編年を再検討し，入来式土器の設定などを行っ
ている（河口・出口1972）。この論文で山ノ口式土器の
ことにも触れ，『弥生式土器集成』編年の問題点として，

「他地方との関連に重点をおいて編年したために無理が
あった」とし，「山ノ口式土器と須玖式土器の同時性」
や「山ノ口式は中期後半に位置するもの」と改めて位置
づけを行っている。さらに河口氏は，更なる追加資料を
加え，南九州の弥生土器を第Ⅰ～Ⅷ様式に分けた。第Ⅰ・
Ⅱ様式が前期とされ，それぞれ高橋Ⅰ式土器・高橋Ⅱ式
土器と呼ばれる。第Ⅲ～Ⅴ様式は中期とされ，それぞれ
入来式土器，吉ケ崎式土器，山ノ口式土器と呼ばれる。
第Ⅵ～Ⅷ様式は後期とされ，それぞれ松木薗Ⅰ式土器，
松木薗Ⅱ式土器，中津野式土器と呼ばれる（河口1981）。
山ノ口式土器自体には大きな変更はないが，山ノ口式土
器の前後の型式が整理されるなど，南九州の弥生土器編
年の全容が初めてビジュアル的に示された点で大きな画
期といえよう。

２　1982年以降の研究
　1981年にいわゆる「河口編年」と呼ばれる南九州の弥
生土器編年が完成して以降，河口氏以外の研究者による
南九州の弥生土器の検討が活発となった。その中で，山
ノ口式土器に関する重要な指摘についていくつかみてい
きたい。
（１）	　山ノ口式土器と他地域の土器との併行関係につ

いて
　河口氏の中期後半説と森氏の後期前半説に対して，
1990年代にクロスデーティングによる検証が行われた。
中園聡氏は共伴関係から，山ノ口式（新）＝須玖Ⅱ式
（新）＝黒髪Ⅱ式（新）＝中溝式＝瀬戸内第Ⅳ様式とい
う併行関係を提示した（中園1993・1996）。また，中園
氏は，山ノ口式土器自体も古段階と新段階に細分した。
古段階は，鹿屋市串良町吉ケ崎遺跡の焼失住居から出土
したもので，吉ケ崎式と呼ばれたり入来Ⅱ式として一括
されてきたりしたものである。この吉ケ崎タイプが典型
的な山ノ口式土器の分布範囲に一致することや，形態的
に非常に類似し，その直前に位置付けられることが確実
視されていることから，山ノ口式土器の古段階と位置付
けられたものである（中園1996）。後に山ノ口式古段階・
新段階は，山ノ口Ⅰ式・山ノ口Ⅱ式として再設定された
（中園1997）。つまり現在，南九州の弥生土器編年として
最も用いられている「中園編年」では，山ノ口遺跡から
出土した一括資料を山ノ口式土器の新段階として，山ノ
口Ⅱ式と再設定されたことに注意されたい。また，共伴
関係の新資料が追加される中で，クロスデーティングや
様式論に基づく土器の動態に関する研究が今日まで盛ん
に行われている（中園2004a，西谷2002，河野2013，平
2015など）。このような研究の結果，北部九州から「周辺」
地域への「伝播」をその主たる説明概念として用いてい
た山ノ口式後期前半説が否定され，山ノ口式土器が中期
後半の土器型式として広く認知されるようになった。
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（２）　山ノ口式土器の分布域について
　従来，南九州全域に分布すると考えられていた山ノ口
式土器だが，本田道輝氏や中園氏により，再検討が行わ
れた。本田氏は後期に位置付けられる松木薗Ⅰ・Ⅱ式土
器の祖型が山ノ口式土器ではなく，「松木薗０式土器」
と仮称する肥後系の土器群であるとし，中期中葉頃から
地域を異にする異系統の土器が存在した可能性を示唆し
ている（本田1984）。この説は後に中園聡氏によって補
強されている。中園氏は，薩摩半島西部が山ノ口式土器
の分布の空白地域であり，かつ黒髪式（松木薗０式）土
器の濃密な地域であることを根拠に，「南部九州では地
域を異にした山ノ口式と黒髪式という２つの系統の土器
群が存在していたとみられる」（第47図）としている（中
園1997）。
（３）　その他の注目される研究について
　河口氏は，1990～2000年代に山ノ口遺跡出土の土器に
開聞岳の第二次爆発による暗紫ゴラが付着している資料
が多いことに着目し，山ノ口式土器型式の再検討を行っ
ている（河口1993・1995・2002）。
　このほか，近年大規模な開発事業に伴う発掘調査によ
り蓄積された資料をもとに小地域編年を行った内村憲和
氏の研究が注目される（内村2015）。

第３節　山ノ口遺跡の現代的評価
　第Ⅲ章で現場図面や出土遺物等の追加資料の図化及び
これまで報告されてきた遺物の再実測を行った。これら
を踏まえたうえで，山ノ口遺跡の現代的評価を行う。
１　検出された遺構について
　これまで，山ノ口遺跡で検出された「環状配石」や
「軽石集積地」の状況は，全体図の中で模式的に示され
ていたほか，Ｂ地点（第１次調査）やＣ地点（第２次調
査）で検出された環状配石の個別遺構図が報告されてい
たが，これら以外の「環状配石」や「軽石集積地」は文
章記述が中心であり，具体的な状況については不明瞭で
あった。
　今回，Ｃ地点やＤ地点の新たな追加資料を掲載できた
ことにより，遺構の検出状況や出土遺物との関連性がよ
りつかめるようになった。加えて他遺跡との比較も以前
に比べ，具体的に検討できるようになったといえよう。
一方，遺跡・遺構の性格を墓地とする説を検証するため
に必要となる墓壙や周溝の有無についての記録は残され
ておらず，写真からの検証も困難であった。現代の調査
と比較して，かけられる時間や予算が限られていること，
検出状況から類推される遺跡・遺構の性格についての問
題意識，類例の少なさなどが要因となり，検証材料が少
ないことは否定できない。しかし，限られた中で少しで
も記録を残そうとした河口氏をはじめとする発掘担当者
の熱意が，今日でも山ノ口遺跡が南九州における弥生時

代の代表的な遺跡として，研究の俎上に載っている理由
といえよう。

２　遺物の再実測について（第48図）
　これまで，旧報告に掲載されていた土器の実測図は，
器形や断面形態はもちろんのこと，穿孔やハケ目・ヨコ
ナデの調整についても図化が行われていた。これは，河
口氏が土器に穿孔がなされている重要性や調整技法を図
化する必要性を認識していたことを示しているといえ
る。一方，今回土器の実測については，これらに加えミ
ガキ・工具ナデ・指ナデの表現，接合痕の図化を行った。
石器・石製品で擦痕方向を意識した図化を行ったことに
もいえるが，現代の実測図では製作技法を意識した図化
が以前より高まっていることの表れといえよう。今回，
山ノ口式土器の標式遺跡として，より詳細な情報を提示
することできたのであれば，幸いである。
　さらに，今回の実測図で暗紫ゴラの付着範囲を図化し
た。これにより，開聞岳噴火直前の土器の状況を復元す
る材料が増えたのではないかと思われる。
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第48図　新・旧遺物実測図の比較

第47図　南部九州の弥生時代中期土器様式の動態
　　　　（中園2004を再トレース）

第11表　山ノ口遺跡上層出土土器を標式とする土器型式の名称と時期比定

文献 河口1960 河口1962 河口1966 河口1968 河口・出口1972 河口1981 森1966 中園1997

型式名 山ノ口二式 － 山ノ口Ⅱ式 山ノ口式土器�
（第Ⅳ様式） 山ノ口式土器 山ノ口式土器�

（第Ⅴ様式） 山ノ口式土器 山ノ口Ⅱ式

時期比定 弥生時代中期 弥生時代�
中期後半

弥生時代中期末�
から後期初頭 － 弥生時代�

中期後半
弥生時代�
中期後葉

弥生時代�
後期前半

弥生時代�
中期後半

備考

A地点下層の土
器は山ノ口一式
として前期の終
わり頃に位置づ
けられる

共伴した須玖式
は第Ⅲ様式に位
置づけられる

共伴した須玖式
は第Ⅴ様式に位
置づけられる

須玖Ⅱ式（新）
と黒髪Ⅱ式と併
行
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第１節　出土遺物の検討
１　出土土器について
　本項では，本遺跡から出土した土器の時期や系統等に
ついて現段階での研究成果等をもとに検討を行う。型式
名等は中園編年（中園1997）に則った。本遺跡から出土
した土器は大きく地表下約３ｍから出土した土器群の時
期と地表下約１ｍから出土した土器群の時期に分けられ
る。なお旧報告では，前者を弥生時代前期の終わりごろ，
後者を弥生時代中期に位置付けられている。
（１）　地表下約３ｍから出土した土器群
　地表下約３ｍ（A地点下層）から出土した土器群は，
第35図73～76に当たる。73は，口縁部が短く外反する器
形の甕である。南さつま市高橋貝塚の前期の土器との類
似性が指摘されている（河口1995）。76は円盤充填技法
で製作され，脚部に方形の透孔をもち，口縁部内面に内
傾化する段をもつ台付鉢である。この特徴は弥生時代中
期初頭～前葉の豊後系台付鉢の特徴に一致する。また，
内外面に黒塗が施され，外面には黒塗の上から丹彩文が
施されており，精製品であることから搬入品の可能性が
高い。74の壺形土器も器形や二叉状工具を用いた平行線
文が施される特徴からやはり同時期の豊後系土器との類
似性を指摘することができる。よって，地表下約３ｍか
ら出土した土器群は，弥生時代中期初頭～前葉の時期を
中心とし，一部前期に上がる可能性もあるといえる。ま
た，出土した土器の中には豊後系土器が含まれているこ
とも特徴といえる。
（２）　地表下約１ｍから出土した土器群
　地表下約１ｍ（A地点上層）から出土した土器群は，
第36図77 ～第39図96にあたる。このほか，B～ D地点
から出土した土器群（第16図１～第20図14・第25図40～
第27図47・第29図53～第31図61）も同時期である。これ
らは弥生時代中期後半に位置付けられた山ノ口Ⅱ式土器
の標式となった資料である。在地系土器と外来系土器（模
倣・搬入品）がある。在地系土器は甕・壺・鉢が出土し
ている。甕は，脚台をもつものや平底のもの，大甕の器
形のものがある。脚台を持つものは，口縁部下に突帯が
ないものと１～４条の突帯を巡らすものがある。一般的
に山ノ口式土器の甕は脚台を有し，口縁部下に３条の突
帯を巡らすものが多いが，本遺跡では多様な甕が存在し
ていたことが窺える。壺は，口縁部が逆Ｌ字状のものと
二叉状口縁がある。また，口縁部が逆Ｌ字状の壺は頸部
や胴部に突帯を巡らすものとそうでないものがある。59
の土器は，器形的には弥生時代中期前半の入来式の壺に
類似するが，共伴関係から山ノ口式土器の段階に下る古
い要素を残した土器と判断したい。このほか，長頸壺や
無頸壺，脚付小型壺等が出土している。92は台付鉢であ

る。類例が確認できないが，口縁部形態や突帯等山ノ口
式土器の甕の特徴に類似しており，在地系とした。57の
大型長頸壺もほとんど類例が確認できない。指宿市成川
遺跡で類似する資料が出土している程度である。胎土に
雲母を含まない点が在地系土器とが異なるが，近隣地域
で類似品が出土していることからひとまず在地系に含め
た。
　46・58・85は模倣品と思われる素口縁広口壺である。
北部九州で見られるものに形態的に類似するが，丹塗り
が施されていない点や胴部最大径の位置，頸部の締まり
具合，器壁の厚さ等異なる点も多い。「在地様式の構成
器種の一つとして組み込まれ，早い段階で在地化した可
能性」（平2015）や「須玖Ⅱ式を意識して製作された」（中
園1997）と評価されている。40・60・61・95・96は，搬
入品と考えられる土器群である。いずれも丹塗土器であ
る。95は表面の剥落が激しいがわずかに丹塗りの痕跡が
残っている。40は，従来須玖式とされていたが，近年で
は口唇部形態や突帯の断面形態等北部九州のものと異な
ることが指摘されている。最も類似性がある資料は，熊
本県北部の大道小学校遺跡のものとされ，中九州からの
持ち込みの可能性が指摘されている（中園1998）。96は
北部九州の典型的な須玖Ⅱ式である。60の椀形高杯や95
のジョッキ形土器は，福岡県行橋市前田山遺跡等，豊前
地域で散見される。61の鉢は，類例を確認できなかった
が，丹塗りや胎土から搬入品と考えられる。これら外来
系土器も弥生時代中期後半頃に位置付けられる。
（３）　その他の時期の土器
　114は出土地不明であるが，山ノ口Ⅰ式土器にあたる
資料である。他遺跡の資料であることも否定できない。
　103は，A’地点（砂鉄採掘地）から出土した高杯で
ある。旧報告ではB地点で検出された円形の配石遺構の
外周に配置された土器の一つと推定され，弥生時代中期
に位置付けられている。類似する資料は指宿市成川遺跡
や南摺ヶ浜遺跡で確認されているが，南摺ヶ浜遺跡では，
弥生時代終末～古墳時代初頭の土器棺墓を構成する土器
群に含まれている。103の土器は弥生時代中期の土器と
共伴するかどうか未確定であるため，形態的類似性から
弥生時代終末～古墳時代初頭の所産と判断した。出土品
のうち，この時期の土器は１点だけだが，本遺跡の東水
田（105・106）や近接する出口遺跡で古墳時代の土器が
確認されていることからも矛盾はないものと考える。
（４）　小結
　本遺跡は，弥生時代中期初頭～前葉に形成され，東九
州からの搬入品も確認される。本遺跡の主体となる弥生
時代中期後葉の山ノ口Ⅱ式の段階では，北部九州や中九
州からの搬入品が確認できる（第49図）。出土遺物から

第Ⅴ章　総括
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古墳時代まで続いたものと思われるが，遺物量は少なく，
その主体は調査地点の周囲にあるものと推測される。

２　出土した軽石製品について
　本遺跡では，磨製石鏃等の剥片石器のほか，多量の軽
石製品が出土した。特に軽石製品は，本遺跡を特徴づけ
る遺物の一つであり，また本遺跡の性格を検討するため
の重要な要素と考えられる。そのため本項では，軽石製
品の検討を行う。
（１）　出土した軽石製品の製作技術
　南九州において軽石は，弥生時代以前から用いられる
素材であり，縄文時代においても様々な軽石製品が出土
している。本遺跡から出土した軽石製品が縄文時代の軽
石製品と大きく異なる点は，加工痕である。第29図50や
第42図101など非常にシャープな加工痕が認められるこ
とから，軽石製品の加工具として硬質な金属製品が用い
られたことが想定される。本遺跡で出土した軽石製品は，
重厚なものも含まれている。素材が軽石とはいえ，硬質
な金属製品を加工具として用いていたからこそ，大型で
具象的な軽石製品の加工が可能となったともいえる（註1）。
（２）　出土した軽石製品の原型
　本遺跡から出土した軽石製品は，岩偶や家形など特定
の形を目的として作られたものと，加工等に用いられた
ものがある。特に前者は，これまでの研究で山ノ口遺跡
の性格を考えるうえでの重要な指標となっている。その
ため，前者について何の形を目的として作られたのか改
めて検討したい。
　第41図98や第42図99は人物を，第43図101は家を目的
として作られたものと考えられ，これまでの研究でも異
論は唱えられていない。一方第43図100は，石棒やもし
くは家形と考えられていもので，定説をみない。宮崎県
塚原遺跡でも類似する軽石製品が出土しているが，男女
の性器を併せて表現したものか家を表現したものとされ
ている。また，第29図50は，これまで陰石とされていた
ものであるが，前述のとおり出土状況から容器の可能性
もあることを本報告で指摘した。いずれも現段階でどち
らかだと断定することはできないが，仮に第43図100を
家形，第29図50を容器とした場合，河口氏が想定する，「縄
文時代後晩期に南九州において発展した性器信仰が農耕
文化と結びついて，山ノ口遺跡における祭祀になった」
という考えは，成り立たなくなる。そのため，今後類例
の増加をまって，改めて検討すべき事項と考える。

第２節　遺跡の性格の検討
１　山ノ口遺跡の特徴について
　まず，本遺跡の性格を改めて検討するにあたり，本遺
跡の出土状況等の整理を行う。
　本遺跡では，弥生時代中期後葉を中心とした環状の配

石遺構９基とその周囲から，焚火跡が検出され，立石や
多数の土器や軽石製品等が出土した。弥生時代中期後葉
において，出土した土器の構成割合は，壺が最も多い（第
51図左）。また，焼成後穿孔された土器も壺が最も多く
（第51図中央），壺は欠損部分により穿孔の有無が判断で
きないものを除く全ての土器に確認された。これらの特
徴から，本遺跡が生活遺跡ではなく，祭祀遺跡であるこ
とは明らかである。ただし，何を目的とした祭祀なのか
が重要であり，各研究者間で意見の相違が見られる部分
でもある。
　なお，出土した土器は，開聞岳起源の暗紫ゴラが付着
したものが多数みられた。暗紫ゴラの付着している箇所
に着目すると，口縁部や胴部最大径付近に付着している
という特徴がある。また，暗紫ゴラが付着している面は
片方の側面に限られており，かつ風化が激しいという特
徴もみられた。これらの特徴と出土状況から，土器の埋
没過程を想定した図が第50図である。まず，第１段階は，
「①正位で設置され，風等で横倒しになる。②横位で設
置される。③半分程度埋めた状態で横位に埋設される。」
の３パターンが想定される。その後，第２段階で片側面
の風化と埋没が進み，第３段階で暗紫ゴラが降下してき
たと思われる。なお，土器の倒位方向から北西～南西方
向と北東～南東方向の２グループに分けることができる
（第51図右）。本遺跡が所在する錦江町にある田代の最多
風向は，夏期が南東からの風，冬季が北西からの風であ
り（鹿児島県ホームページ参考），土器の倒位方向と対
応している。よって，第１段階で想定した３パターンの
うち，①の可能性が最も高いものと思われる。
　
２　山ノ口遺跡の性格の検証
　前述のとおり，山ノ口遺跡の性格については，農耕祭
祀とする説と墓地とする説がある。農耕祭祀説について
は，蘇塗に関わる鳥を模造した木製品や石製品が出土し
ておらず，本遺跡が村や寺院の入口とは考えにくいこと
から，長野氏の指摘のとおり（長野2017），本遺跡の出
土状況から充分に説明できているとは思えない。
　一方，墓地説についても，人骨や墓壙等，本遺跡が墓
域と確証づけるものは確認されていないため，判断が難
しい。中園氏のように環状配石を円形周溝墓と考え，環
状配石を構成する軽石やその周囲で出土した土器を周溝
の中に落ち込んだものとする考えもあるが（中園2004），
墓壙や周溝が検出されていないため，確定できない。立
石は，成川遺跡・南摺ヶ浜遺跡・枕崎市松之尾遺跡で確
認されているが，立石を伴う墓と断定できるのは，立石
に隣接して土器棺墓や人骨が出土した弥生時代後期以降
であり，弥生時代中期後葉の事例は確認できない。本遺
跡で出土した土器自体も，本来正位で置かれていたもの
と想定しているため，土器棺墓とは捉えがたい。ただし，
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弥生時代後期以降の立石墓が確認された遺跡と，焚火跡
の検出や穿孔土器や武器（磨製石鏃や鉄製武器）の出土
等共通する事項も多い。よって，農耕祭祀説より，墓地
説のほうが可能性が高いと思われるが，状況証拠による
推測しかできないのが現状である。少なくとも，以前河
口氏が指摘したとおり，山ノ口遺跡の祭祀状況が，弥生
時代後期以降の立石墓の原型である（河口1987）ことは，
言えるかもしれない。今後，本遺跡残存箇所の発掘調査
が行われる際は，墓壙や周溝の有無に留意した調査が望
まれる。

【註釈】

１　寒川朋枝氏のご教示による。
�
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